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.長崎市バリアフリーマスターブラン

第1 章.長崎市バリアフリーマスタープランの策定にあたって

一方、本市の総人口は昭和60年をピークに減少しており、今後も減少していくこと

が予測されています。また、高齢化率は着実に増加しており、65歳以上の人口が占め

る割合は、全国よりも早いスピードで増加することが予測されています

このような中、平成30年5月には「高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関

する法律の一部を改正する法律」が公布され、移動等円滑化促進方針レWアフリーマ

スタープラン)制度が創設されるなど、より一層のバリアフリー化の推進が求められて

います

このようなことから、本市においては、移動等円滑化促進方針制度に基づく「バリア

フリーマスタープラン(以下「マスタープラン」という。)」と、これまでの「バリア

フリー基本構想(以下「基本構想」という)」の2つの計画により、市民の皆様や関

係機関と連携しながら、「住む人も訪れる人も、誰もが安全・安心・快適にすごせるま

ち」を目指していきます

我が国においては、世界のどの国もこれまで経験したことのない本格的な高齢社会を

迎え、今後更なる高齢化が進行すると見込まれており、高齢者の自立と社会参加によ

る、健全で活力ある社会の実現が求められています。また、障害者が障害のない者と同

等に生活し活動する社会を目指す、ノーマライゼーションの理念の社会への浸透が進

み、自立と共生の理念の下、障害の有無にかかわらず誰もが相互に人格と個性を尊重し

支え合う「共生社会」の実現が求められています

策定の背景と目的

本市においては、平成12年5月に制定された「高齢者、身体障害者等の公共交通機

関を利用した移動の円滑化の促進に関する法律(交通バリアフリー法)」に基づき、平

成14年8月に「長崎市交通バリアフリー基本構想」を策定し、その後、平成18年6月

に「高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律(以下「バリアフリー法」

という)」が制定されるとともし、、平成23年3月には「移動等円滑化の促進に関す

る基本方針」が部改正されたことなどを受け、平成26年2月に「長崎市バリアフリ

一基本構想(以下「旧基本構想」という。)」を策定し、令和2年度を目標として、旧

基本構想で定める重点整備地区を対象に、関係機関とともに既存施設等のバリアフリー

整備に取り組んできまし六

一
.



【国】

●通バリアフリー法(平成12年11月施行)

などの旅客施設、車両及び道路等のバリアフリー化を推進

●移動等円滑化の促進に関る方(平成12年11月施行)

【国】

バリアフリー新法(平成18年12月行)

「ハートビル法」と「交通バリアフリー法」を統合

建築物、旅客施設と車両、道路、路外車場、都市公園のバリアフリー化を推進

移等円,化の促進に関す本方針(平成18年12月施行)

<経緯>

【市】

●長崎市バリアフリー基本構想の策定(平成26年2月)

●長崎市バリアフリー特定業計画の策定(平成26年9月)

【市】

●長崎市交通バリアフリー基本構想の策定(平成14年8月)

●長崎市交通バリアフリー特定業計画の策定(平成16年10月)

【国】

●移等円滑化の促進に関する本方針の一都改正(平成23年2月)

令和2年度末を目に、旅客施設等のバリアフリー化を推進

【市】

●長崎市バリアフリーマスタープランの策定(令和3年度)

●長崎市第2期バリアフリー基本想の策定(令和3年度)

【国】

ハノアフリー法の一部改正(平成30年11月施行)

移等円滑化促進方針(バリアフリーマスタープラン)制度の」設



1-2.マスタープランの位置づけ

「マスタープラン」とは、バリアフリー化を促進することが特に必要と認められる地

区(移動等円滑化促進地区)を定め、主に地区内のバリアフリー化を促進するため、市

町村が面的・一体的なバリアフリー化の考え方を示すものです。

これまで、本市では、平成26年2月に策定した旧基本構想に基づき、関係機関と連

携しながら、主に既存施設のバリアフリー化を推進してきましたが、今後は、マスター

プランと基本構想の2つの計画により、より一層のバリアフリー化を推進していくこと

とします。

なお、マスタープランは、バリアフリー法や上位計画である「長崎市第王炊総合計

画」に即すほか、関連計画との整合を図り策定します

<長崎市バリアフリーマスタープランの位置づけ>

●高齢者、障害者等の移動等円滑化の促進に関する法律

●移動等円滑化の促進に関する基本方針

^^^^^^^^^^

長崎市バリアフノー

マスタープラン
'.1世碓炯川1:令和3年戸~父"和7匂:度

即す

特定業計画

公共交通・道路・路外駐車場
・都市公園・建築物・交通安全
教育啓発

、ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

長崎市第2期バリアフ,

基本構想
(。11唖則MI:へ和3"斤~へ和7坪庁

^^^^^^^

【上位計画】●長崎市第五次総合計画

●長崎市都市計画マスタープラン

●長崎市立地適正化計画

●長崎市公共交通総合計画

●長崎市中心市街地活性化基本計画

●長崎市観光、MICE戦略

●長崎市高齢者保健福祉計画・介護

保険事業計画

●長崎市第4期障害者基本計画

●長崎市住生活基本画

など

【関連計画】

^
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くマスタープランと基本構想の対象地区(イメーシ

[玉亘]

匝五]

^

便王国

匝西

匝三厘司

匪亙西

J(1jアワリー

マスタープラン

<参考高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律>

(移動等円滑化促進方針)

第24条の2 市町村は、基本方針に基づき、単独で又は共同して、当該市町村の区域

内の移動等円滑化促進地区にっいて、移動等円滑化の促進に関する方針(以下

「移動等円滑化促進方針」という)を作成するよう努めるものとする

ノ(1Jアフリー

基本構想

都市計画マスタープランに定める
「将来都市構造図」等二基づき促進
地区を設定

1皿点桑備地

パリアフリー

本構想

将来

^

1 艇"▲
移動等円滑化

1-3.計画期間

計画期間は、令和3 (202D 年度から令和7 (2促5)年度までの5年間とします。

^

ノやjアワリー

マスタープラン

^

iてIJアフリー

基本構想
や」アワリー

基本撰想
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1-4.上位・関連計画

マスタープランの策定に当たっては、上位・関連計画などと連携・整合した計画とす

る必要があります。

ここでは、マスタープランに関連する上位・関連計画を整理しまt。

長崎市第五次総合計画

(策定中)

【所管:都市経営室】

関連計画

長崎市都市計画マスタ

^プ'ラン

【所管:都市計画課】

・これからの長崎市がめざす将来の都市像を掲げ、その実

現に向けた基本的な姿勢や道筋を明らかにしたものでゞす

べての市民と行政にとって共通のまちづくりの指針となる

もの。

現在、令和4年度からを計画期間とする第五次総合計画

策定に取り組んでいる。

長崎市立地適正化計画

【所管:都市計画課】

・都市計画法に基づき策定する将来の都市づくりの基本的

な考え方を示すもの。

・人口減少・超高齢化社会の進行を踏まえ、持続可能な都

市構造の実現を目指すため、長崎らしい集約連携型の将来

都市構造として、「ネットワーク型コンパクトシティ長

崎」を掲げている。

計画概要

長崎市公共交通総合計

画

【所管;公共交通対策

室】

長崎市中心市街地活性

化基本計画

【所管:まちなか事業

推進室1

「ネットワーク型コンパクトシティ長崎」の都市づくり

を具体的に進めていくため策定された、主に集約(コンパ

クト)を担う計画。

「ネットワーク型コンパクトシティ長崎」の都市づくり

を具体的に進めていくため策定された、主に連携(ネット

ワーク)を担う計画。

5

長崎市観光・ M I CE

戦略

【所管:観光政策課】

急速な少子高齢化の進行、社会経済情勢の変化に対応し

て、中心市街地における都市機能の増進及び経済活力の向

上を総合的かつ一体的に推進するため策定された計画。

長崎市高齢者保健福祉

計画・介護保険事業計

画

【所管:福祉総務課】

観光を取り巻く社会情勢の変化や多様化する訪問客の二

ーズに対応するため、従来の「長崎市観光戦略(平成20年

策定)」及び「長崎市観光振興計画2020 (平成28年策

定)」を統合するとともに、観光のみならず「出島メッセ

長崎」を中心としたM I CEによる振興を図ることを目的

として策定された計画。

「人にやさしく、地域でいききと住み続けられるまち」

をめざし、高齢者が暮らしやすい地域づくりや自らすすめ

る健康づくりを推進していくもの。



長崎市第4期障害者基

本計画

【所管:障害福祉課】

関連計画

長崎市住生活基本計画

【所管:住宅課】

障害者基本法に基づく計画で、障害の有無にかかわらず

相互に人格と個性を尊重し支え合う共生社会の実現に向

け、本市が掲げる障害者施策の基本的な方向性(.生活支

援、居住支援、雇用・就労支援、地域理解'・社会参加促

進、権利擁護・差別解消)のもと、基本方針を定めたもの

で、長崎市の障害者の実態や二ーズに即した障害者施策を

総合的・計画的に推進していくもの。

計画概要

少子高齢化の深刻化や空き家の急増への対応に加え、住

宅セーフティネット機能の強化、住まいの質(耐震化、バ

リアフリー、省エネルギー化など)'の向上、マンシヨンの

適正管理、市営住宅の老朽化と高齢化の進展などが重要な

課題となっており、このような住生活を取り巻く状況の変

化や上位・関連計画に対応するため策定された計画。

f

,
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第2章.バリアフリーを取り巻く長崎市の現状

2-1.長崎市の現状

住)位置・地勢

本市は、九州の西端、長崎県の南部に位置し、長崎半島から西彼杵半島の部を占

めています。長崎市の西側、南側、東側は海に面し、角力灘、橘湾、大村湾が広がっ

ています。

長崎港内港部の造成地とそこに注ぐ中島川周辺や、浦上川沿いの南北に細く連なる

比較的平坦な地域に、商業・業務機能が集積しています。平坦地が少ないため、周辺

の斜面地の宅地化により、住宅が丘陵をはうような独特な景観を呈し、住宅地はさら

に丘陵の外縁部に広がり、新しい市街地を形成しています。また、周辺地域の入り江

や河口部にも、総合事務所や地域センターなどを中心に古くから市街地が形成されて

います

本市は、県都として高次の都市機能が集積されているぱかりではなく、数多くの歴

史文化遺産や独特の異国情緒を有するとともに、平和の発信など、国際交流の拠点と

なっています。

<長崎市の位置>

岡県

角力瓢

賀県

大村湾

長崎市

(出典

130'

長崎市都市計画マスタープラン)

橘湾

33'

32'

鹿児島県



②土地利用

本市は、ほとんどが山に囲まれて粘り、自然的士地利用が市域の約78%を占め、

都市的土地利用は約22%にとどまっています。自然的土地利用のうち、田が0.5%、

畑が6.8%で農地の占める割合は小さく、大半が森林(64.9%)です。また、市街化

区域内においては、都市的士地利用が約81%と高い割合での利用がなされていま

す

<土地利用現況図>

-1.
、
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凡例

^田
^畑
^姦枯
^ホ面

そm他の自然地

住宅用地

^商禁用地
^工余用地
^公讐知匙用地

班路用地

^交過施段用地
公共空地

^モの他の公的艶設用地
^モの也の空地

(出典:長崎市都市計画マスタープラン)
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⑧人口動向

ア本市の人口と高齢化の状況

本市の人口は、年々減少しており、平成27年で429,508人(国勢調査)となっ

ています。国立社会保障・人口問題研究所の将来推計によると、今後も減少してい

くことが予想されており、令和27年には311,082人まで減少することが予測され

ています。また、高齢化率は、年々増加しており、平成27年では28.6%となって

います将来推計によると令和27年には41.2%に達することが予測されていま

す

600,000

500.000

15歳未満

400,000

487,063

<人口の推移と高齢化率>

15~64歳^65歳以上

300,000

200,000

455206

100.000

429508 32・8%

0

H7

ー)一高齢化率

40.2%

35.0%

394707

354,735

__.__丘__・・・・Ξ・・

H12

,

債料:国勢調査、日本の地域別将来推計人口(平成30年推計)社会保障・人口問題研究所)

36.フ%

H17

381%

H22

実績値

41 2%

H27

45.0%

40.0%

350%

300%

25.0%

20.0%

15.0%

10.0%

5.0%

0.0%

311.082

R7

甲一ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー1 、
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障害者の状況

障害者数は近年増加傾向にあり、身体障害者が約7割を占めています

令和元年度の障害者の内訳は、肢体不自由者が10,Ⅱ7人(32%)、内部障害が

フ,931人(25%)、聴覚・平衡機能障害が 2,873 人(9%)、視覚障害が 1,666 人

(5%)、音声・言語機能障害が 267 人(1%)、精神障害者が 4,679 人(14゜0)、

知的障害者が4,3花人(14%)となっています

<障害者数の推移>

口身体障害者口知的障害者口精神障害者

3 819 319
45 30948 31082 31

35,000

30ρ00

25,000

20.000

15,000

10,000

5,000

0

29 14
9849 0,4 6 0 1

3,207 23,333 23,535 飴.486 23.73

H25 H26 H27

年度

(資料:長崎市統計年鑑)

<障害者の内訳(令和元年度)>

3'44

身体障害者(内

部) 25%

23,30

10

精神障害者

14%

23,135

知的障害者

14%

身体障害者(音
声・言語機能)

幌

身体障害者(視

覚) 5%

身体障害者(聴

・平衡機能)

9%

2、70 主2,30

"■■'

司■■明屑,
弼閉師制
闇舮

.醐鹸■曹巨
盲■■■■■■戸

障害者全体

31,908 人

身体障害者(肢

体) 32%

(資料:長崎市障害福祉課)



ウ要支援・要介護認定者の状況

要支援・要介護認定者数も増力畔頃向にあり、平成21年度で25,517人であった

のに対し、令和元年度は29,067人と約3,600人増加しています

<要支援・要介護認定者数の推移>

要介護口要支援

...

....

...

....

...

....

...

.

29,5 2

エ. 観光客数の状況

本市の観光客数は、増加傾向にあり、平成29年度は過去最高を更新し、令和元

年度は692万人となっています

また、外国人宿泊客数も大きく増加しており、平成21年度で約16万人であっ

たのに対し、令和元年度で約32万人と2倍程増加しています

<観光客数と外国人宿泊客数の推移>

観光客数(千人)ー)一外国人延べ宿泊者数(人泊)

9966
3048 3 638

H24

(資料

980

年度

長崎市統計年鑑)

8,000

フ,000

6000

5,000

4,000

3,000

2,000

1,000

0

.

5,586

H21

5,45

338

H22

5,953

078

H23

310

6 07

H24

6694 6,24 7'078 7055 69 8

H25

(資料:長崎市統計年鑑)
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④公共交通

ア公共交通路線網

本市では、「路線バス」、「路面電車」、「鉄道」、「コミュニティバス」、「乗

合タクシー」、「船舶(酢島航路)」で公共交通路線網が形成され、北部地域の琴海

地区では「デマンド交通」を運行していますが、特に、路線バスは、市域一帯をカバ

ーし、本市の主要な公共交通機関となっています

<長崎市の公共交通路線網>

中心部拡大

4多、

,

6

厩鴫_、_■"、、'.;^で^『t鄭亙 4

"奪鯛匙掃・才'゛、,・遍・才亀鷲禽彊鷺イ急角膨魂、,亀'ミ'W禽゛、、'■.、.■^

智

'寒芋戸゛、'、・.

、命

0

0 25 5

野目崎

,0
Ial,

(出典:長崎市公共交通総合計画)
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イ公共交通カバー率

本市全域の公共交通路線の徒歩圏人ロカバー率※は800。で、全国平均の郭%を大き

く上回り、一定の公共交通サービスは行き届いている状況にあるといえます

※徒歩圏人ロカバー率

30本以上/日の運行がある鉄道・バス路線において、鉄道駅から80om以内、

又はバス停から30om以内に居住する人口を、都市の総人口で除し六値

<公共交通路線の徒歩圏人ロカバー率(H26)>

区分 カバー率(%)

全国平均 55

地方都市圏 政令市 72

概ね50 万人 58

概ね30万人 40

80

(出典 (国交省))

,..,"

凡例

長崎市

「都市構造の評価に関するハンドブック」

<公共交通機関のカバー状況>

売血住琶M

駅伴口陪

"ユ停

冒窒口●

嘉ユ"壮

0晶交週戯11,師

00

Rデコ

C押

@ a
0
0

ず
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(出典;長崎市公共交通総合計画)
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ウ鉄道

(ア)利用者数

.長崎駅の1日平均利用者数は、近年減少傾向にありますが市内の駅で最も利用

者数が多く、令和元年度は19,398人/日となっています

<長崎駅利用者数の推移>

^総数(千人)^日平均利用者数(人)

8,200

8,000

フ,800

フ.600

フ,400

7200

フ,000

6.800

6,600

6,400

21.895
21.869 21.フ71

21,345

21 66

H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 RI

年度

(資料:長崎市統計年鑑)

.浦上駅の 1日平均利用者数は、横ばい傾向{ーあり、令和元年度は5,180人/日

となっています。

<浦上駅利用者数の推移>

^総数(千人)^日平均利用者数(人)

5,258

ーー22.127

21

21.300

20,946

-20i250

19,398
7 46

03

8098

7 1
'7 45

22.500

22,000

21,500

21,000

20,500

20,000

19,500

19,000

18,500

18,000

7 9

.950

900

β50

,800

,750

'700

,650

,600

,550
RI

フ,3

7080

4.599

4'720

5,067

4190

5.142

1,679

5228

2
1 53

5,

H21

3

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

年度

(資料:長崎市統計年鑑)
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西浦上駅、道ノ尾駅、現川駅の1日平均利用者数は、 3駅とも増加傾向にあ

り、令和元年度は、各駅で 1,814人/日、 2,264人/日、 1,438 人/日となってし

ます

700

600

500

400

300

200

100

0

<西浦上駅利用者数の推移>

^総数(千人 日平均利用者数(人)

1,フ761β14

632 666

1 2951,306

625

75

43 229

H21 H22

1.4321,456

4 3 47

75

H23 H24 H25 H26 H27

年度

1,548

(資料;長崎市統計年鑑)

<道ノ尾駅利用者数の推移>

^総数(千人)・イ)一日平均利用者数(人)

2,2642,190,
900

800

700

600

500

400

300

200

100

0

2,000

1,800

1.600

1,400

1,200

1.000

800

600

400

200

0

65
648 66?

H28 H29 H30 RI

1,4831,4631.476
. ..

1.600

.

1,896
1,746、'ー^

0

34 40

H21 H22 H23 H24

84

1.974

637

2.104

663 694

H25 H26 H27

年度

72

2,500

(資料:長崎市統計年鑑)
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600

500

400

300

200

100

0

<現川駅利用者数の推移>

^総数(千人)・ー)一日平均利用者数(人)

1.17フ

.

1,27フ

.

429
466 489 493 492

H21 H22 H23 H24

(資料:長崎市統計年鑑)

肥前古賀駅の1日平均利用者数は、年々減少して翁り、令和元年度は690人/

日となっています

<肥前古賀駅利用者数の推移>

日平均利用者数(人)^総数(千人)

450 453 45D 464

1.438

H25 H26 H27

年度

1600

1,400

1,200

1,000

800

600

400

200

0

488

450

400

350

300

250

200

150

100

50

0

H28 H29 H30 RI

25

(資料:長崎市統計年鑑)

平成28年度以降は、公表値が1日平均乗車人数のみの公表であるため、1日平均乗車

人数を2倍し、年間日数を乗じることで利用者数を算出した

H21 H22 H23 H24
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382
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.

、

(イ)車両

平成30年度現在、 JR九州長崎支社所属の車両総数は66両でこのうち移動等

円滑化基準適合車両数は26両と車両総数の約4割です。

<゛R九州長崎支社所属車両数>

総車両数(両)

移動等円滑化基準

適合車両数(両)

導入率

67 ,1

24

36%

_1

24 24

1、____

36% 1 36%

67

17

67

(資料: U R九州)

24

36%

64

24 26

38% 41%

64

1 1
661 66

一π
261 26 i

39% ri§6る



工路面電車

(ア)利用者数

.路面電車の利用者数は、平成21年度から平成24年度にかけて減少し、平成

25年度から平成27年度まで増加しまし六が、再び平成28年度に減少しその

後は横ぱい傾向にあります

<乗車人員の推移>

乗車人員(千人)

19,000

18,500

18,000

17,500

17.000

16,500

16,000

15,500

15,000

18,582
18040

H21

17254

H22

16,933

H23

17106

17360

H24

17 46

H25 H26 H27 H28

年度

長崎市統計年鑑)(資料

16,652
16,789

16 76

H29

16β57

H30 RI



電停の1日当たりの平均利用者数は、長崎駅前が最も多く 7,400人/日、

で新地中華街の 6,000人/日、赤迫の4,500人/日の1慎となっています。

<電停の 1日当たり利用者数(平成30年度)>

赤迫

住吉

昭和町通^ 900

千歳町

若葉町

長崎大学
岩屋橋

浦上車庫

大橋

平和公園

原爆資料館

大学病院

浦上駅前

茂里町

銭座町

宝町

八千代町

長崎駅前

五島町

大波止

出島

新地中華街

西浜町

浜町アーケード

観光通

1.000 2,000

1,700^

3,000

(人)

4,000

3.000

5.000

4,500

1,600

3,500

3,600

2,300

2.900

6000

2,100

900

700

3,000

2,900

1,900

思案橋^ 1,600

崇福寺^ 1,100

めがね橋^ 900

1,300

市民会館

諏訪神社

新大工町

新中川町

蛍茶屋

2,100

桜町^ 1,600

メディカルセンター^ 700

大浦海岸通^ 600

大浦天主堂^ 900

1,900

1,300

(資料:長崎電気軌道(株))

市民会館停留場は、 3号系統(長崎署跡地側D 及び2・4

かれているが、ーつの停留場として集計している

2,800

3.500

石橋

2,300

3,100

2,900

2,500

6,000

3,400

1,900

5号系統(市民会館側)に分

0063

004

停
名



(イ)車両

・令和元年度現在、路面電車の車両総数は74両でこのうち移動等円滑化基準適合

車両数は6両と車両総数の約1割です

<路面電車車両数>

総車両数(両)

移動等円滑化基準

適合車両数(両)

導入率

79

:司、ノξス

(ア)ターミナル利用者数

・バスターミナノレの利用者数は、長崎新地ターミナノレが最も多く、約8,000人

日(平成30年度)が利用しており、近年はほぽ横ぱいの状況で推移していま

す

78

5 5

6% 6%

(資料

75

55

フ%フ%

長崎電気軌道

74 74

8

2920

5

フ%

(株))

H29

7474

<長崎新地ターミナル利用者数の推移>

^総数(千人)・イ)一日当り利用者数(人)

8,000 8,000 8.000 8,000 8.000 8,000

H
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2,500
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・長崎駅前ターミナルの利用者数は、 5,240人/日(平成30年度)で、近年はや

や増加傾向にあります

<長崎駅前ターミナル利用者数の推移>

総数(千人) 日当り利用者数(人)

1940

1,920

1.900

1.880

1.860

1840

1,820

1.800

1,780

1,760

1.740

5.022

(年度)

料;長崎自動車側、県交通局、九州急行バス鵬)

・ココウォークバスセンターの利用者数は、平成21年度から平成28年度までは

5,000人/日でしたが、平成29年度と平成30年度はで4,500人/日に減少して

います

4,947

4,990

1 8 6
1 821

4,96

1 8 4

5,300

5.250

5,200

5,150

5100

5.050

5.000

4950

4.900

4850

4,800

1.913

<ココウォークバスセンター利用者数の推移>

^総数(千人)・ー)ー・日当り利用者数(人)

5,000 5,000 5.000 5.0001,850

1.800

1750

1,700

1,650

1,600

1,550
H26 H27 H28 H?9

(年度)

(資料:長崎自動車欄)
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(イ)車両数

・令和元年度現在、長崎自動車株式会社の車両総数は弱7両でこのうち、低床車

両数は約6割、ノンステップ車両数は約3割です。

<長崎自動車株式会社>

じ

ご'徐,1メξ_ぷ
全車両数(台)

基準適用除外認定車両数

(台)

りフト又はスロープを備

えた車両(台)

582 582

導入率

(資料:関係各社ヒアリングによる市調べ)

・令和元年度現在、長崎県交通局の車両総数は167両でこのうち、低床車両数は約

7割、ノンステップ車両数は約3割です。

<長崎県交通局>

48

20%

.

5部

0

48

゛

0%

ノンステップ車両(台)

全車両数(台)

5871

0

ー、を二、%11^、、%

゛

148 1

0%

572

0

導入率

18

基準適用除外認定車両数

(台)

148

0%

.

0

18

りフト又はスロープを備

えた車両(台)

0%

158

0

(資料:関係各社ヒアリングによる市調べ)

注)長崎市内を運行する車両に限定。県外高速車・りムジン等の特殊車両を除く
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、

、

ド.1キ醜_御1 ノンステツプ車両(台)

区11_漣ズ傘

基準適用除外認定車両数

(ム)

<さいかい交通株式会社>

りフト又はスロープを備

えた車両(台)

23

導入率

0

0

(資料:関係各社ヒアリングによる市調べ)
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カタクシー

(ア)利用者数

利用者数は、年々減少しており、令和元年度においてはⅡ,054千人まで減少

しており、平成22年度と比較すると約3割減少しています、

<乗車人員の推移>

^乗車人員(千人)^輸送回数(千回)

1 1,062
10,563 10,193

.
9,471

10 68 10 86
9, 1

<タクシー車両数>

1β49

4

26

30

18,000

16,000

14,000

12,000

10,000

8,000

6,000

4,000

2,000

0

16119

15

15302

64 15

1,466 1,448

H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

年度

(イ)車両数

・タクシー車両数は年々減少しています。

・福祉車両の導入状況は、大型車で4台、普通車で8台と平成30年のタクシー総

車両数の1%未満です。

45

14

14

8,661

29.

1,740

6

36

42

10

12,000

10,000

8.000

6.000

4000

2,000

0

90

13251

1,601
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22

26

フ,670

9

12

(資料:長崎市統計年鑑)

総車両数(台) 1,7471,791

6福祉タク大型 6

シー車両普通 3130

数(台)小計 3736

UD タクシー(台)

2% 2% 2% 2% 2% 2% 1% 1%適合率

(資料:長崎市タクシー協会)

UD (ユニバーサルデザイン)タクシーとは、健康な方はもちろんのこと、高齢者、車

いす使用者、ベビーカー利用者の親子連れ、妊娠中の方など、誰もが刃用しやすいタク

シー車両のこと。
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キ船舶

(ア)利用者数

・長崎港ターミナルの利用者数は、平成25年度に一旦落ち込みが見られました

が、その後、平成28年度は5,499人/日まで増加し六が平成29年度には急激ι

減少しています

<長崎港ターミナル利用者数の推移>

乗車人員(千人)

2,500

2,000

1.500

1,000

500

1,88 1.

H22 H23 H24 H25 "28H27

年度

(資料:長崎市統計年鑑)

・松ケ枝国際ターミナル(平成22年3月開業)の利用者数は平成29年度まで一貫

して増加傾向で推移していましたが、平成30年度は減少に転じています。な

お、これはクルーズ客船の寄港隻数が減少したことによるものと考えられます

<松が枝国際ターミナル利用者数の推移>

乗車人員(千人)

0

0

1.183 1,1 9 1,07

1,9 8 2,

5

1,400

1,200

1,000

800

600

400

200

0

7

1131

(資料

年度

長崎港湾漁港事務所)

畢



茂木港ターミナルの利用者数は、平成25年度まで年々減少していましたが

成26年度以降は40人/日程度で推移し近年では減少気味です

<茂木港ターミナル利用者数の推移>

乗車人員(千人)

H24 H25 H26 H27

年度

長崎市統計年鑑)(資料
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、

(イ)船舶数

・市内主要ターミナルを発着する船舶の移動円滑化基準への適合状況は、平成30

年度末時点で長崎港ターミナルが63.6%、茂木港ターミナルは0%となっていま

す。

<市内主要ターミナル発着の船舶数と移動円滑化基準適合状況>

(平成31年3月末時点)

長崎港

ターミナル

'.

1 長崎~五島 1 41 2
1長崎~有川 1 2 2

t 題一.、ーフー.^^^■^^

長崎~香焼 1 0

'1

茂木港

ターミナル

(資料:九州商船鬮、野母商船制、長崎汽船側、鞠五島産業汽船、苓北観光汽船制)

長崎~天草(富岡)

合計

ク主な旅客施設の利用者数.(平成30年度)

移動等円滑化促進地区内における主な旅客施設の1日当たりの利用者数を以下に示

します。
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<主な旅客施設の利用者数(都心周辺部地区)>
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<主な旅客施設の利用者数(北部地域拠点地区周辺)>

※東部・南部地域拠点には該当する旅客施設はない
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5)各種プロジェクト

本市中心部では、令和4年秋の新幹線開業に向け、長崎駅の新幹線駅舎や出島メッ

セ長崎などの整備が進んでいるほか、松が枝埠頭の2バース化など「100年に一度」

と称されるまちづくりが進んで粘り、移動の流れも変化することが想定されます。

<都心部・都心周辺部における主要事業>

墨憾スタジアムシティ

プロジェクト

レー

福西市一長崎市捻艮長約1'1岫
争和ι卑度卸臭弔定

松山町、尾と町憂長約之5加
令和元卑度完丁

壱疲軸10 告鳳
令和5年盧完了亨定

蛸輯撃段陀のため◆後チ,イン含め宜
艶の可枕睦が畠り肇す
0ジ〒バネ,トホルディンヴス

交^
令和3年11月儲貫予定

翫戯旦*ーム上か6略町碁望心(イメージ)

篁樹から駅●を埜赴ιイ〆ーリ)

鼻

大風商一瓢美損町証甚的 10"
竜和3孝盧燃用苧定

県庁書諮塘活用

の

令和B年度完店〒建

畳幽磨

*冨史■量■

まちなか軸

栓が按ふ頭拡彊(2バース化椛麹〕

■電

駈堕庄晝謹詮
令和4拝度完成予室

銅座川プロムナード

嵐島輩元烹量墾業
芋陵開辱度廻造物0貌復先
単戚M年1月出島表朽偶完成

票町地区市価地尋関発事婁

1弄伸● ^^^

t l
^ ^^^



2-2.旧基本構想の評価

①旧基本構想における特定事業の取組み状況

平成26年2月に策定した「長崎市バリアフリー基本構想(旧基本構想){一基づ

く、長崎市バリアフリー特定事業計画の取組状況を特定事業別に整理します

ア公共交通特定事業

.公共交通特定事業のうち、施設関連の進捗率について、 JR九州の駅施設関連で

は62.1%、バスターミナノレが 100.0%となっています。しかしながら、電気軌道

電停(長崎駅、新地中華街電停)については、道路管理者との調整が必要なこと

もあり、現状ではバリアフリー化がなされていない状況です。

.低床車両導入関連の進捗率にっいて、長崎電気軌道が鮎.フ%、長崎自動車が

99.0%、県交通局 95.4%です

イ道路特定事業

.歩道部の段差や勾配の解消など道路特定事業の進捗率にっいては、直轄国道(1

路線)が87.5%、県管理国道(4路線)が87,4%の状況です。一方、市道 Q9

路線)では妬.眺と事業全体の半分程度で、予算確保の面などの要因により整備

が進んでいない状況です

ウ交通安全特定事業

.信号設備における視覚障害者用付加装置やエスコートゾーンの設置など72事業

が対象となっており、 94.1%の設置が終了しています

工都市公園特定事業

.都市公園特定事業にっいては、「水辺の森公園」長崎公園」平和公園」の3

か所が事業対象ですが進捗率は0.0%で、関係機関との調整が必要なこともあ

り、整備が進んでいない状況です。

オ路外駐車場特定事業

.路外駐車場特定事業にっいては、「市営松が枝町駐車場」の4事業が対象となっ

て粘り進捗率は100.0%で完了しています

力建築物特定事業

.建築物特定事業にっいては、「長崎警察署、「長崎振興局」、「公園便所な

どの施設にっいて15事業が対象となっており、このうち9事業が完了していま

すが、長崎察署の建替えに伴い実施を見送った事業が生じたことなどから、進

捗率は60.0%となっています。

キ特定事業進捗状況総括

.旧基本構想(平成26年2月策定)に基づく、特定事業の全体進捗率は75.4%で

す

32



、

、

<長崎市バリアフリー特定事業計画進捗状況総括(令和2年3月末時点)>

特定

事業

JR九州

関連・所管など

電気軌道電停

バスターミナル

低床車両導入

総

事業数

直轄国道(,1路線)

長崎電気軌道

県管理国道(4路線)

交通安全

長崎自動車

市道・(19.路線)

ノ」、

都市公園,(水辺の森・長崎・平和公
園)

県交通局

元了

事業数

6

路外駐車場(市営松・が枝町駐車場)

ノ」、

2

建築物

未完了の事業数

5

一部完了

(※)

計(24路線)

注)一部完了の数値については、1事業当たりの進捗割合を算出したもの。

2

合.i計

0

5

173

16

未実施

0

4

0
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16

0

0

0.86

進捗率

41

7

2

0.99

61

3

2

0.95

72
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4.53

62.1%

15

0
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31
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0.0%
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100.0%

0.98

66
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4,22

85.フ%

15
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171
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②特定事業計画位置図(都心地区)

長崎市バリアフリー特定事業計画位置図(都心地区)
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③特定事業計画位置図(浦上地区

※特定事業計画には長期的な対応が必要となるも位置付けているため、計画期間内に進捗車100%を達成するものでは商りません
※本図面は平成26年座に策定Lた長崎市パリアフリー特定事計画の図であるため、施設名等が現在と具なります

.ーーー=二ξさー!亘",昌■

'^^゛■^..^,.盲.ゞ、、、き、

餐
数

)区

で

地両

嘴
ι
ノ

上

■
(/

る
、
ノ

4

)数

、
し

業

都

=

事完
陣
時

部
7
末

一
力
度年

了
事
一

完
9
和

1
令

~
^
・
覗
^
ミ
゛
ξ
^
^
リ
^
蜜
ふ
轟
恩
夢
都
^
一
^
一
覗
^
ツ
^
゛
瀞
^
瀞
^
^
^
^
冴
^
一
審
.
佃
 
1
 
一

弓
ε
.
^
^
、
'
g
・
哩
』
三
帰
り
ル
革
,
七
"
゛
^
小
ノ
鵄
、
^
b
^
^
^
忠
、
専
^
一
一
当
f
肱
?
、
一
、
カ
.
、
:
^
^
W
^
C
川
式
ぷ
『
^
^
、
、
゛
:
、
^

顎
ミ
謹
烹
,
多
舞
》
急
等
勢
§
傑
鹸
1
》
ψ
洩
一
脚
,
 
1
 
一

^
一
^
・
%
^
一
越
怠
、
*
^
^
り
、
^
・
・
.
^
一
、
、
{
、
^
、
^
四
゛
、
、
,
^
^
一
一
咲
゛
将
愚
'
、
^
^
,
^
ル
,
^
印
"
尋
^
会
^
^
^
、
ポ
漣
^
.
低
、
、
^
、
:
,
三

易
^
一
設
・
.
§
ン
一
三
ξ
今
で
气
難
矯
鳧
N
^
瞥
無
紗
§
・
編
1
 
▼
鞍
'
 
N
 
-

一
一
.
^
寺
一
塁
^
武
一
N
巡
,
)
N
辻
^
瓢
^
^
・
,
迦
ゞ
^
●
^
獄
罵
一
、
 
N
^
匡
『
三
一
^
.
契
訊
●
虻
^
゛
朔
胤
、
町
゛
一
一

一
ミ
^
・
゛
暫
烹
、
^
、
,
&
^
ミ
・
、
愉
゛
・
卸
鷺
゛
^
.
!
.
ミ
ミ
 
N
^
遜
"
一
ミ
ξ
句
.
I
J
ず
、
、
、
,
.
競
、
N
 
W

^
一
^
ミ
妥
瓢
饗
、
・
~
,
、
ミ
為
幣
一
爲
、
^
^
湿
一
層
r
'
^
誇
、
き
■
.
^
黛
^
勺
織
峪
:
一
:
紳
,
、
一

^
り
,
'
^
、
^
^
ノ
^
,
.
一
゛
ノ
^
乍
^
詫
藁
^
、
、
^
こ
^
、
^
^
、
.
^
、
、
:
^
丘
^
、
、
d
 
'
.
、
、
^
4
、
.
、
.
、
^
^
^
・
、
¥
^
:
^
、
ノ
^
上
.
^
、
.
、
、
一
^
一
^
^
・
、
、
・
・
"

,
)

'
 
4
 
、
.
ー
゛
゛
」
.
■
●
.
●
;
雫
ノ
,
,
、
.

■
'
●
'
」
●
 
1

、
遡

{
、
ー
゛
'
^
.
』
'
,
;
.
ル
V
:
 
1
●
"
埜
X
 
二
一
^
^
一
、
」
^
一
^
功
、
是
.
i
 
.
一
小
"
^
、
'
川
;
.
ニ
、
,
、
」
宅
,
り
・
゛
^
号
、
゛
÷
,
一
、
、
、
.
叫
"
、
.
 
Y
一
一
詣
一

酢
設
 
J
●
,

6
"
,
.
'
▲

Ⅲ
0
の
ψ
一
亀

L

)
i

区
、

地
御

ー
ー

ー
ー
帰

灣
、

、
i

ゴ
ル

崎
一

畳
粛

、
」

商
嶋

員
卑

含
下

盲
地

一
二

昌
.

゛
.

甲
.

、
払

一
、
、
.

一
.
,

.

.
一;

弘
一

"
む

、
.
'

'
、

、
.
、

,
、
、

里
ト
,

(共影引義
一

゛
4

゛
ト
■

"
、

.、.

'
甲
'
y
 
、
'
、

、
゛
.
^
二
一
;
、
・

・
Ξ
:
.
一
一
舮
モ
.
キ
一

,、

゛.

偶
鵠
厚
'
,
'
、
・
参
ゾ
,
'
ミ
,
、
む
誕
:
^
加
肱
、
-
W
^

報
、
申
、
.
、
,
ノ
.
1
多
'
、
、
、
迅
'
ヅ
:
,
、
,
■
,
'
:
・
ー
,

・
討
鳥
・
ン
一
ー
メ
.
辻
^
宣
一
、
雪
^
ι
^
^
^

腔
'
、
司
゛
 
J
風
ケ
、
,
違
'
 
4
 
-
^
一
ず
;
、
卵
聡
,
邑

"
'
'
満
;
●
風
ケ
誓
1
・
,
一
、
4
・
・
・
、
一
、
予
ぐ
,
"
,

邉
:
・
、
ー
^
^
"
・
/
、
エ
.
祉
黒
゛
、
づ
.
ー
゛
^
璽

゛
.
一
^
、
・
、
"
^
^
一
^
ι
、
"
、
噛
^
ト
ノ
'
ん
'
.
駆
、
、
、
'
一
^
^
^
^
、
^
^

こ
"
、
"
.
 
1
0
^
'
ん
、
・
駆
、
.
゛
.
'
凪
熟
^
N

、
卑
安
益
.
一
一
忌
1
 
.
潅
三
一
忌
ど
顎
ヤ
、
h
,
'
E

^
'
一
^
^
、
、
、
凡
、
W
凡
^
.
^

・
一
▼

゛
,
一
捻
,
r

1
一
需
念

=
●
.
一
■
一

=
=
唱
^
.
噐
肌

＼
獣

制
測

一
.
冒
時
,
'

、
^
'
:
゛
゛
^
一
゛
、
.
^

「
、

ー
ー
ー
ー

"
"
一

時
告
ン

『

~
髭

1

ー
ー
゛
Ⅷ



2-3.まち歩き点検とワークショップ

マスタープラン及び基本構想の策定にあたり、高断者や障害者の二ーズの把握と課題

意識の共有を図るため、高齢者・障害者団体とまち歩き点検とワークショップを実施し

ました

①まち歩き点検実施概要

バリアフリー未整備路線である「都心部ルート」とバリアフリー整備済路線である

「都心周辺部ルート」の2ノレートを設定し、実施しました。

開催日時

会議場所

ルート

<まち歩き点検実施概要>

令和2年2月1 3日(木) 13:30~16:30

もりまちハートセンター2階研修室

①都心部ルート(港公園~観光通り入り口)※バリアフリー未整備

②都心周辺部ルート(平和公園~浦上天主堂)※バリアフリー整備済



<都心部ルート>

<都心周辺部ルート>
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②まち歩き点検とワークショップの流れ

①事前説朋

まち歩き点検やワークショップの実施に先立

ち、まち歩き点検のルート確認や見るべき問題点

(バリアの内容)を確認しました

②まち歩き点検の実施

まち歩き点検ではルート上にあるバリア(段

差、勾配、路上設置物等それぞれの立場で通行

支障を感じること)を確認していきました。

③ワークショップの実施

まち歩き点検で把握したバリアについて整理

し、ルートの状況や感じた問題点を班内で話し合

いました。

④問題点の整理・発表

整理した問題点を発表し、班内や参加した職員

で情報共有しました。

i

、
▼

盲



③点検結果概要

ア都心部ルート(港公園~観光通り入り口)

項目

幅員
●歩道幅が約2mで狭く、歩きづら

い

※バリアフリー未整備

概要

舗装面

●ルート全体について、石畳舗装で凹

凸があり歩きづらい

●側溝のグレーチングについて、グレ

ーチングの穴が大きく白杖がひっかか

ることがある

^

路上設置

物・路上

駐車

●電柱や標識等の路上設置物が多く、

また設置位置に統一性がなく、通行し

づらい

●歩道上への看板やべンチ、植木等の

設置や路上駐車により、歩行しづら

い

§,
^

^

、゛

、

無令
、



項目

点字ブロ

ツク・エ

スコート

ゾーン

●点字ブロックの色が、周辺の路面の

色と同系色、低コントラストの区間が

あり、弱視の方は利用しづらい状況に

ある

●エスコートゾーンと歩道の点字ブロ

ツクが不連続であり、利用しづらい。

概要

●点字ブロックを極力設置して欲し

い

段差や傾

斜

●車道と歩道で5Cm程度の段差があ

り、車椅子での禾」用がしづらい。

●横断歩道がある箇所は、歩道の横断

勾配が急で通行しづらい

●マンホールと路面とのすりつけ部に

段差が生じており、つまずく等通行1

支障がある

i

之f如遭



イ 都心部周辺ルート(平和公園~浦上天主堂)

項目

舗装面 ●歩道舗装の路面が歩きやすかった

※バリアフリー整備済

概要

路上設置物

路上駐車

●バス停の標柱をーつにして欲しい

●歩道上に荷物を置いたり、路上駐輪

しないで欲しい

点字ブロッ

ク・エスコー

トゾーン

●信号機が設置されている歩道には、

点字プロックを設置して欲しい

●エスコートゾーンを設置して欲し

い

,



2-4 高齢者、障害者へのヒアリング

まち歩き点検ワークショップと併せて高齢者や障害者に対し、バリア(障害や使いづ

らいこと)で困ってぃることやバリアフリーを求める施設や内容についてヒアリングを

実施しました。

主なヒアリング結果は次のとおりです

公共交通

低床車両を増やして欲しい。

・歩道橋でしかアクセスできない施設にっいて、平面横断でもアクセスでき
るようにして欲しい

・乗換えが必要な施設は禾」用しない

<施設整備に関すること>

道路

・点字ブロックをしっかり整備して欲しい。

ちょっとした段差につまづいてしまうため、段差がないようにして欲し
い

・歩道と車道の段差やスロープの急こう配を解消して欲しい。

交通安全

・音響式信号を必ず付けて欲しい

路外駐車場

駐車場が狭く、駐車しにくい。

車いす駐車施設に屋根が無く、雨天時に利用できない。

車いす駐車施設に一般車が駐車していることがあり、対策が必要である

・トイレの表示が上にあり、探しにくい。

案内マークがわかりにく<、統一して欲しい。

施設の出入口等のスロープが急こう配で自力で利用することが考えられて
いない。

・バリアフリーされた施設を選んでいく



界

.

困っているときに、気軽に声をかけて欲しい。

・バリアフリー整備で改善された箇所の情報を伝えて欲しい。

<心のバリアフリーに関すること>

高齢者や障害者等に席を譲るアナウンスをして欲しい。
行先案内をしっかりして欲しい。

置き看板など、路上設置物を無くして欲しい。

点字ブロック上で立ち止まったり、'駐車をしないで欲しい。

2-5.バリアフリーに関する課題

本市の動向や関係団体等からの意見、市政モニターアンケートの結果などを踏まえ、

本市のバリアフリーに関する現況を整理し、課題を次のとおり抽出Lました。

43



人口減

「ネットワーク型コンパクトシティ

「100

〕1

日外国人をめた"客の増加

Σ2上^

・バリアフリーに関する知

<バリアフリーに関する現況>

に

化会の進

F

と

・ι迭.交通機
低床車、両を更に導入して欲しい・立体横断施設を平面化して欲しい

乗換えが必要な施設は利用しない
ノ

点字ブロックの輝度比を確保して欲しい、極力設置して欲しい

段差を改善して欲しい・石畳舗装の凹凸は歩きにくい
グレーチングの溝が広く白杖が引っかかる

'全

音響式信号を付けて欲しい

エスコートゾーンを設置して欲レい

建築塑
スロープが急こう配で車いすでは使いにくい'・看板の内容がわかりにくい

サインマークが統一されていない

心のバリアフリー

されるまちづく・りの

ノ

コソフト施策について、具体的に盛り込む必要

,事業実施者のバリアフリーに関する知識向上が必要

の

畢

市づくりの み

道路上への置き看板等をやめて欲しい・困っている時に声をかけて欲しい
点字ブロック上で立ち止まったり、・駐車しないで欲しい

公共交通車内で席を譲るアナウンスをして欲しい

車いす使用者駐車施設を適正に利用して欲しい

1

バ1アフリー

バリアフリー箇所を積極的に情報発信して欲しい

バリアフリーされた施設を選んで行く

杢道
0歩道のバリアフリー化が進んでいないと感じる市民が多い

44

の

・心のパリアフリーの'知

0 「心のバリアフリー」という言葉を知らない市民が多い

定

0特定事業の着実な実施が図られていない

の な

二
一

三



課題1

まちづくりの方向性を

踏まえたバリアフリー

化の推進

<バリアフリーに関する課題>

課題②

歩道のバリアフリー
の推進

課題4

ト施策の取組みソフ

強化

課題3

心のバリアフリーの

認知と取組みの強化

課通5

ハリアフリー事業の

着実な実施



第3章.バリアフリーの推進に閲する基本理念・基本方針

3-1.基本理念

旧基本構想では、高齢者、障害者を含む誰もが安心して施設の利用や生活などができ

るよう、施設整備等の推進を図ってきました。

このような中、平成30年には、ユニバーサル社会の実現に向けた諸施策を総合的か

つ一体的に推進することを目的とし「ユニバーサル社会の実現に向けた諸施策の総合的

かっ一体的な推進に関する法律」が施行されるなど、ユニバーサルデザインによる対応

が求められています。

これまで、旧基本構想には、バリアフリーに関する基本理念を定めていませんでした

が、マスタープランの策定を契機とし、本市のバリアフリーの推進に関するイメージを

市民の皆様をはじめ、施設管理者や関係機関等と共有するため、新たに基本理念を定め

ることとします。

基本理念は、バリアフリー・ユニバーサノレデザインのまちづくりにより、高齢者や障

害者はもちろんのこと、本市を訪れる来訪者を含めだれもがが安全・安心・快適にすご

せるまちとなるイメージが伝わるよう、欧のとおり定めます

住む人も訪れる人も、だれもが安全・安心・快適に ごせるまち

<基本理念>



3-2

基本理念の実現に向け、旧基本構想に定める基本方針や本市のバリアフリーに関する

課題を踏まえつつ、バリアフリーの推進に関する基本方針を次のとおり定めます

基本方針

基本方針1 ユニバーサルデザインを基本としたハリアフリー化の推進

「どこでも、だれでも、自由に、使いやすく」というユニバーサルデザインの考え方
を踏まえ、各種施設等の整備を推進します

特に、多くの市民や観光客などの来訪者が利用する施設や観光地などのバリアフリー

化と、これらをつなぐ歩行空間のバリアフリー化については、まちづくりの方向性と

の整合を図りながら重点的・一体的に推進します

また、既にバリアフリー化が図られた箇所においても、利用者の意見を聞きながら、
定期的な修繕・改良に努めます

基本方針2 公 ノー化の推進

多くの市民や観光客の移動を支える路線バスや路面電車、タクシーなどの公共交通車
両のバリアフリー化を推進します

・主要な旅客施設においては、交通結節点としての機能を強化し、円滑に乗り継ぎがで
きる環境を整えます

基本方針3 み

市民一人ひとりがバリアフリーに対する理解を深めるため、
組みを推進します

手助けや声かけなど具体的な行動につなげていくため、幅広い教育活動などの取組み
を推進します

長崎を劼れる多様な人々を含め、だれもが不自由なくすごせるように市民や事業者な
どと協働して心のパリアフリーを推進します

基本方針4 ハリアフリー情報の充実と発信

バリアフリーに関する情報の充実を図るとともに、どこでも、だれでも、自由に、必

要な情報を受け取ることができる環境を整え、情報発信を行います

基本方針5 連携と協働にょる段階的・継続的なバリアフリー化の推進

バリアフリー化は、関係機関が多岐にわたり、費用や整備内容の面でも短期間で完了

することが難しい場合もあることから、関係機関が連携・協働し、段階的・継続的な
取組みによるスパイラルアップを行いながら、バリアフリー化を推進します

バリアフリー化事業を着実に実施していくため、移動等円滑化推進協議会などによる
定期的な進行管理や検証を行うとともに、必要に応じて見直しや新たな取組みを行い
ます

リーの推進

啓発・広報活動などの取



第 章.移等円滑化促進地区

4-1.移動等円滑化促進地区の要件

移動等円滑化促進地区とは、バリアフリ化を促進することが特に必要と認められ

る地区のことで、「移動等円滑化促進方針バリアフリー基本構想作成に関するガイ

ドライン」(令和3年3月国交省)では、移動等円滑化促進地区の要件が以下のと

おり示されています

①生活関連施設があり、かつ、それらの間の移動が通常徒歩で行われる地区

②生活関連施設及び生活関連経路についてバリアフリー化の促進が特に必要な地区

侶)バリアフリー化を促進することが、総合的な都市機能の増進を図る上で有効かつ

適切な地区

④境界の設定等

<移動等円滑化促進地区の要件>

<参考高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律(抜粋)>

(定義)

第2条この法律において次の各号に掲げる用語の意義は、それぞれ当該各号に定め

るところによる。

23 移動等円滑化促進地区次に掲げる要件に該当する地区をいう。

イ生活関連施設(高齢者、障害者等が日常生活又は社会生活において利用する

旅客施設、官公庁施設、福祉施設その他の施設をいう。以下同じ。)の所在地

を含み、かつ、生活関連施設相互間の移動が通常徒歩で行われる地区であるこ

と

口生活関連施設及び生活関連経路(生活関連施設相互間の経路をいう。以下同

じ)を構成する一般交通用施設(道路、駅前広場、通路その他の一般交通の

用に供する施設をいう。以下同じ。)について移動等円滑化を促進することが

特に必要であると認められる地区であること。

ハ当該地区において移動等円滑化を促進することが、総合的な都市機能の増進

を図る上で有効かつ適切であると認められる地区であること



4-2.移動等円滑化促進地区

移動等円滑化促進地区は、バリアフリー法に定める要件を踏まえるとともに、長崎市

立地適正化計画の「都市機能誘導区域」を基本として、主に商業系用途地域などの公共

交通の利便性が高く、徒歩圏内に都市機能が集積する5地区(都心部、都心周辺部、北

部地域拠点、東部地域拠点、南部地域拠点)を設定します。

なお、都心部地区については、長崎市中心市街地活性化基本計画(第2期)に定める

「第2期長崎市中心市街地活性化基本計画区域」を重ね合わせ、区域が広い方で設定す

ることとします。

また、都心部地区における松が枝地区では、岸壁延伸(2バース)事業が進められて

おり、現在は海域となっていますが、体的なバリアフリー化を図るため、同事業の区

域を追加することとします

゛,-r 智τ

北部地域拠点地区

<移動等円滑化促進地区>

都心周辺部地区

0

、
南部地域拠点地区

東部地域拠点地区

都心部地区

移動等円滑化促進地区



4-3.地区の特性を踏まえたバリアフリー化の基本的な考え方

※区域は「都市機能誘導区域」と「第2期長崎市中心市街地活性

化基本計画区域」を重ね合わせ、区域が広い方で設定。

ただし、地区の北側は「都市機能誘導区域」の境界部で設定。
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゛

イ地区の概要

・都心部地区は、本市の中心部として様々な都市機能が点在しています。

陸の玄関口である長崎駅や海の玄関口である長崎港ターミナル、さらには海の国

際玄関口である松が枝国際ターミナルをはじめ、多様な公共交通機関が集積して

います。

・さらには、世界文化遺産に登録された大浦天主堂や旧グラバー住宅をはじめ、国

指定史跡出島和蘭商館跡など、歴史的文化遺産や観光施設が多く存在していま

す。

・また、'吐00年に一度」と称されるまちづくりの変革期を迎えてぃます。

人口(令和元年)

地区の面積

地区の位置付け

濠1

主な公共交

通機関汝

鉄道施設

<地区の概要>

軌道施設

主な関連事業

24,550 人

バスターミナル

約298 へクタール

九州新幹線西九州ルート整備事業

長崎駅周辺土地区画整理事業

松が枝国際観光船ふ頭2バース化

市街地再開発事業'(新大工町・浜町)

県庁舎跡地整備

地)

桜町近隣公園整備事業(市庁舎別館跡地)

都市機能誘導区域、第2期長崎市中心市街地

活性化基本計画区域

船舶ターミナル

長崎駅

長崎駅前電停、新地中華街電惇、浜町アーケ

ド電停、諏訪神社電停

51

長崎新地ターミナル、長崎駅前ターミナル

※1:人口(令和元年)は、立地適正化計画で示されている各都市機能誘導区域内人口

(H28)の構成比を用いて按分した数値である。

※.2:バリアフリー法の旅客施設に該当する施設を記載

長崎港ターミナル、長崎港松が枝国際ターミ

ナル

爪長崎本線連続立体交差事業

交流拠点施設整備事業

新市庁舎建設事業

都市計画街路整備事業

新文化施設整備事業(市庁舎本館跡



ウバリアフリー化の基本的な考え方

地区の特性を踏まえ、都心部地区のバリアフ

り設定します。

・都心部地区では、陸の玄関口である長崎駅周辺の整備や海の国際玄関口である松

が枝国際観光船ふ頭の2バース化、さらには新市庁舎建設など「100年にー

度」と称されるまちづくりの変革期を迎えており、これらまちづくりと連携した

バリアフリー化を推進します。

... 度」と称されるまちづくりと連携したバリアフリー化の推進

②生活関連施設及びこれら施設と公共交通機関を結ぶ経路のバリアノー化の推進

本市の中心部として、多くの市民が利用する官公庁施設をはじめ、商業、医療、

文化施設など様々な都市機能が集積していることから、これら施設はもとより、

多くの観光客が訪れる大浦天主堂やグラバー園など観光施設のバリアフリー化を

推進します。また、これら施設と公共交通機関を結ぶ経路のバリアフリー化を推

進しますなお、地形的制約などによりバリアフリー化が困難な場合もあること

から、「心のバリアフリー」にっながる取組みを推進します

一化の基本的な考え方を以下のとお

③まちなか及び鶴光地周辺における回遊性の向上

歴史的な文化や伝統に培われた長崎の中心部である「まちなか」や、グラバー園

や出島などの「観光地周辺」においては、ユニバーサルデザインによるわかりや

すぃ案内の充実などにより、訪日外国人観光客を含めた回遊性の向上を図りま

す
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イ地区の概要

・都心周辺部地区は、都心部地区の北部に位置し、地区内ではJR、路面電車、路

線バスが運行しています。

・浦上駅やココウォークバスセンター周辺を中心に、大型商業施設や文化施設、医

療・福祉施設といった都市機能が集積しており、平和公園、原爆資料館、浦上天

主堂といった国内外から多くの観光客が訪れる施設も立地しています。

・現在、浦上駅周辺に浦いては、 JR長崎本線連続立体交差事業による鉄道施設の

高架化に伴う再整備が進んでいます。

.また、三菱重工業幸町工場跡地においては、サッカースタジアムを中心とした商

業施設、ホテル、オフィスなどの複合開発である「長崎スタジアムシティプロジ

エクト」が進行しています。

・さらに、長崎南北幹線道路が平和公園(西地区)内の複数のスポーツ施設上空を

通過する計画であることから、平和公園(西地区)のあり方やスポーツ施設の再

配置などの検討が進められています。

<地区の概要>

人口(令和元年)

地区の面積

地区の位置付け

主な公共交通

機関炎2

楽1

゛

鉄道施設

主な関連事業

゛

・、1R長崎本線連続立体交差事業

(仮称)平和公園再整備事業

軌道施設

※1:人口・(令和元年)は、立地適正化計画で示されている各都市機能誘導区域内人口

(H28)の構成比を用いて按分した数値である。

※2:バリアフリー法の旅客施設に該当する施設を記載

バ久ターミナル

フ,588 人

に

'船舶ターミナル

約 132 へクタール

都市機能誘導区域

浦上駅

茂里町電停、平和公園電停、大学病院前

電停

コニウオークバスセンター

長崎スタジアムシティプロジェクト

川ロアパート建替事業

54



ウバリアフリー化の基本的な考え方

地区の特性を踏まえ、都心周辺部地区のバリアフリー化の基本的な考え方を以下の

とおり設定します。

浦上駅周辺の再整備や長崎スタジアムシティプロジェクトと連携したバリアフ
化の推進

都心周辺部地区では、浦上駅周辺の再整備や三菱重工業幸町工場跡地における

サッカースタジアムを中心とした複合開発である「長崎スタジアムシティプロ

ジェクト」が進行しており、これらまちづくりと連携したバリアフリー化を推進

します。

②生活関連施設及び'れら施設と公共交通機閏を結ぶ経路のバリア

浦上駅やココウォークバスセンター周辺には、障害福祉センターをはじめとした

医療・福祉施設や文化施設、大型商業施設など多くの市民が利用する生活関連施

設が集積していることから、これら施設のバリアフリー化や施設と公共交通機関

を結ぶ経路のバリアフリー化を推進します。なお、地形的制約などによりバリア

フリー化が困難な場合もあることから、「心のバリアフリー」につながる取組み

を推進します

③平和公園周辺における回遊性の向上

平和公園周辺には、多くの市民や国内外からの観光客が訪れる本市の重要な施設

が多く存在することから、ユニバーサルデザインによるわかりやすぃ案内の充実

などにより、訪日外国人観光客を含めた回遊性の向上を図ります。また、長崎南

北幹線道路の事業化(予定)に伴う、平和公園(西地区)の再整備に当たって

は、平和公園周辺の回遊性の確保に配慮した検討に努めます

ノー化の推進
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地区の概要

・北部地域拠点地区は、長崎市の北部に位置し、地区内ではJRや路面電車、路線

バス、乗合タクシーなどが運行しています。

・国道206号沿いに都市機能が集積しており、特に西浦上地域センターがあるチト

セピアには大型商業施設をはじめ文化施設などの施設が集積しています

人口(令和元年)

地区の面積

地区の位置付け

主な公共交通

機関縦2

楽1

鉄道施設

主な関連事業

※1:人口(令和元年)は、立地適正化計画で示されている各都市機能誘導区域内人口

(H28)の構成比を用いて按分した数値である。

※2:バリアフリー法の旅客施設に該当する施設を記載

<地区の概要>

4,713 人

約53 へクタール

都市機能誘導区域

西浦上駅

赤迫電停、長崎大学電停、千歳町電停、住

吉電停
軌道施設

バスターミナル

船舶ターミナル

ウバリアフリー化の基本的な考え方

地区の特性を踏まえ、北部地域拠点地区のバリアフリー化の基本的な考え方を以下

のとおり設定します

①生活関連施設及びしれら施設と公共交通機関を結ぶ経路のバリアフリー化の推進

西浦上地域センタ戸周辺においては、大型商業施設と連続し、地域に密着した商

店街が商店街が形成されていることから、安全な移動と回遊性の向上を図りま

す

北部地域拠点地区では、一般国道206号周辺に大型商業施設や文化施設などが立地

しており、 dRや路面電車、路線バス、乗合タクシーなどが運行してぃることか

ら、生活関連施設のバリアフリー化や、これら施設と公共交通機関を結ぶ経路の

バリアフリー化を推進します。

なお、地形的制約などによりバリアフリー化が困難な場合もあることから、「心

のバリアフリー」につながる取組みを推進します

②商業地区での安全な移動と回遊性の向上
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イ 地区の概要

東部地域拠点地区は、長崎市の東部に位置し、国道34号沿道に、大型商業施設

や医療施設などが立地しており、路線バスが主要な公共交通機関となっていま

す

人口(令和元年)

地区の面

地区の位置付け

主な公共交通

機関叢2

纂1

主な関連事業 ・東長崎土地区画整理事業

※1:人口(令和元年)は、立地適正化計画で示されている各都市機能誘導区域内人口

(H28)の構成比を用いて按分した数値である。

※2:バリアフリー法の旅客施設に該当する施設を記載

鉄道施設

軌道施設

バスターミナル

船舶ターミナル

<地区の概要>

948 人

約24 へクタール

都市機能誘'区域

ウバリアフリー化の基本的な考え方

地区の特性を踏まえ、東部地域拠点地区のバリアフリー化の基本的な考え方を以下

のとおり設定します

①生活関連施設及びこれら施設と公共交通機関を結ぶ経路のバリアフリー化の推進

東部地域拠点地区では、国道34号周辺に大型商業施設や医療施設などが立地し

ており、路線バスが主要な公共交通機関となっています。このため、生活関連施

設や主要なバス停から施設に至る経路のバリアフリー化を推進します。なお、地

形的制約などによりバリアフリー化が困難な場合もあることから、「心のバリア

フリー」につながる取組みを推進します



楽1

南部地域拠点地区

位置・範囲

ト

寸

C之
長齢契参

<地区の概要>

1,472 人

約26 へクタール

都市機能誘導区域

【凡例(生活関連施設】

^官公庁琴
^保但・医慶・椙祉諸設

、、_t4、.▲、

※区域は「都市機能誘導区域」で設定

^

レス

商量箪般

バス停

菩"等円滑化促遣地

Cつ
Qグ

^

イ地区の概要

・南部地域拠点地区は、長崎市の南部に位置し、県道香焼江川線沿道に、大型商業

施設や医療施設などが立地しており、路線バスが主要な公共交通機関となってい

ます

0

弁 センタ

^

セン

人口(令和元年)

地区の面

地区の位置付け

0

鉄道施設

主な公共交通軌道施設

機関楽2 バスターミナル

船舶ターミナル

主な関連事業

※1:人口(令和元年)は、立地適正化計画で示されている各都市機能誘導区域内人口

(H28)の構成比を用いて按分した数値である。

※2:バリアフリー法の旅客施設に該当する施設を記載
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ウバリアフリー化の基本的な考え方

地区の特性を踏まえ、南部地域拠点地区のバリアフリー化の基本的な考え方を以下

のとおり設定します

①生活関連施設及びこれら施設と公共交通機関を結ぶ経路のバリア

南部地域拠点地区では、県道香焼江川線周辺に大型商業施設や医療施設などが立

地しており、路線バスが主要な公共交通機関となっています。このため、生活関

連施設や主要なバス停から施設に至る経路のバリアフリー化を推進します。な

お、地形的制約などによりバリアフリー化が困難な場合もあることから、「心の

バリアフリー」につながる取組みを推進します

ノー化の推進



第5章.生活関連施設、 生活関連路

5-1.生活関連施設設定の考え方

生活関連施設とは、高齢者、障害者等が日常生活または社会生活において利用する

旅客施設や官公庁施設、福祉施設など」のことで、バリアフリー化を進めることが重要

な施設です。この生活関連施設には、公共・民間を問わず、様々な施設が該当すること

から、設定に当たっては、高齡者・障害者団体へのヒアリングや市政モニターアンケー

ト、国が示すガイドラインを踏まえ、以下に該当する施設を設定することとします

なお、生活関連施設は、特定事業の実施義務までは課されていませんが、長期的な展

望に立ち、段階的な整備を検討するなどの取組みが求められます

5-1-1.旅客施設

旅客施設は、多くの市民や観光客の移動を支える重要な施設であり、「ネットワーク

型コンパクトシティ長崎」の都市づくりにおいても、その重要性は益々増加していま

す

<生活関連施設設定の考え方>

常に多数の人か

利用する施設

旅客施設にっいては利用者数等に関わらず、全ての施設を生活関連施設にこのため、

設定します

高齢者、障害者等の

利用か多い施設

設区分

旅客施設

゛ R駅

項目

対象

UR駅、電停、バスターミナル、旅客船ターミナル

電停

<旅客施設>

バスターミナル

旅客船ターミナル

●゛R長崎駅

●地区内の全電停

宝町、八千代町、長崎駅前、五島町、大波止、出島、新地中

華街、西浜町、浜町アーケード、観光通、思案橋、崇福寺、

桜町、市民会館、諏訪神社、新大工町、めがね橋、メディカ

ルセンター、大浦海岸通、大浦天主堂、石橋

●長崎新地.ターミナル●長崎駅前ターミナル

●長崎港ターミナル●松が枝国際ターミナル

<都心部地区>

生活関連施設



喜

J R駅

項目

電停

バスターミナル

●JR浦上駅

<都心周辺部地区>

●地区内の全電停

長崎大学、岩屋橋、浦上車庫、大橋、平和公園、原爆資料

館、大学病院、浦上駅前、茂里町、銭座町

J R駅

項目

●,ココウオークバスセンター

生活関連施設

■JR西浦上駅

<北部地域拠点地区>

●地区内の全電停

赤迫、住吉、昭和町通、千歳町、若葉町

<東部地域拠点地区・南部地域拠点地区>

該当施設なし

生活関連施設

63

電停



5-1-2.旅客施設以外の生活関連施設

旅客施設以外の生活関連施設については、以下に示す考え方に基づき、設定します

く生活関連施設(旅客施設除<)の設定の考え方>

施設区分 、

官公庁等

教育・文化施設等

保健・医療・福祉施設等

商業施設等

公園・運動施設等

県庁、市役所、県税事務所、税務署、察署、裁判所、主

要な郵便局(集配業務を行う施設)

図書館、市民会館、文化ホール、公立小{校、博物館、

美術館、資料館

病院、総合福祉施設、老人・障害者福祉施設

店舗(店舗面積が2,ooom2 以上)※

公園(近隣公園以上)、体育館その他屋内施設で主要なも

の(一般公共に解放されているものに限る)

市内外からの多くの利用者が見込まれる施設

路外駐車場(駐車ますの面積が50om2以上で有料のも

の)

避難所(官公が理する施'に限る

結婚式場、葬祭場

観光施設

路外駐車場

その他の施設

※既存資料でわかる範囲

丕線:旧基本構想から新たに追加した施設

生活関連施設(新規設定)

長崎税関、長崎労働局、長崎

地方法務局、長崎南年金事務

所、長崎地方裁判所、長崎家

庭裁判所、長崎簡易裁判所、

長崎県察本部

長崎孔子廟・中国歴代博物

館、長崎県勤労福祉会館、ナ

ガサキピースミュージアム、

長崎県教育文化会館、桜町小

学校、諏訪小学校、梅香崎中

学校、大浦地区公民館、長崎

県立図書館郷土資料センタ

、出島メッセ長崎

上記、考え方に基づき生活関連施設に設定する施設は以下のとおりです

項目

官公庁等

<都心部地区>

生活関連施設(既設定)

長崎県庁、長崎市役所、長崎

警察署、大浦察署、長崎中

央郵便局、長崎税務署、長崎

振興局税務部

教育・文化施設等

長崎市民会館、 NBC別館、長

崎市市民生活プラザホール、

長崎市立図書館、長崎県美術

館、長崎歴史文化博物館



゛

項目

保健・医療・福祉施設等

生活関連施設(既設定)

商業施設等

長崎市中央保健センター、長

崎みなとメディカルセンタ

、済生会長崎病院、十善会

病院、昭和会病院、掖済会長

崎病院、長崎市社会福祉会館

公園・運動施設等

65

観光施設

アミュプラザ長崎、ゆめタウ

ン夢彩都、浜屋百貨店

長崎水辺の森公園

生活関連施設(新規設定)

路外駐車場

長崎りハビリテーション病

院、長崎市夜間急患センタ

、出島病院、長崎腎病院、

ながさき内科・りウマチ科病

院、伊勢の杜

出島、グラバー園

市営桜町駐車場、市,営長崎市

民会館地下駐車場、市営松が

枝町駐車場、市営松が枝町第

2駐車場、長崎港ターミナル

駐車場、長崎歴史文化博物館

駐車場、長崎市立図書館駐車

場、松が枝国際ターミナル駐

車場

新里メディケアセンター、長

崎県歯科医師会、井上病院、

HOS長崎ビル

ハマクロス 411、出島ワー

フ、(仮称)新大工再開発ビル

その他の施設

中島川公園(出島表門橋公園

含む)、魚の町公園、桜町近

隣公園、多目的広場

項目

官公庁等

出島メッセ長崎駐車場

教育・文化施設等

<都心周辺部地区>

生活関連施設(既設定)

ザ・マーカススクエア長崎、

サンプリエール、 ANA クラウ

ンプラザホテル、ホテルニュ

一長崎、公善社、桜馬場地区

ふれあいセンター、大浦地区

公民館

保健・医療'福祉施設等

長崎北郵便局

長崎ブリックホール、長崎新

聞文化ホール、 NCC&スタジ

オ、長崎原爆資料館、長崎市

平和会館、浦上天主堂

もりまちハートセンター、長

崎県総合福祉センター、長崎

県視覚障害者情報センター、

長崎県聴覚障害者情報センタ

、長崎こども・女性・障害

生活関連施設(新規設定)

長崎労務局、九州労働金庫長

崎支店



項目

商業施設等

生活関連施設(既設定)

者支援センタフ、長崎障害者

職業センター、長崎大学病

院、長崎原爆病院

公園・運動施設等

みらい長崎ココウオーク

観光施設

平和公園(東地区、市営陸上

競技場'市営ラグビー・サッ

カー場、県営里"求場、市民総

合プール)

路外駐車場

生活関連施設(新規設定)

その他の施設

市営平和公園駐車場、県営野

球場駐車場、市営松山町'駐車

場、長崎原爆資料館駐車場

西洋館、(仮称)川口町商業

施設、長崎スタジアムシティ

(商業施設)

,

一

官公庁等

長崎スタジアムシティ(スタ

ジアム、アリーナ)

平和公園(テニスコート、ソ

フトボール場、弓道場)

教育・文化施設等

項目

保健・医療・福祉施設等

'

商業施設等

公園・運動施設等

浦上天主堂

観光施設

路外駐車場

市営茂里町駐車場

<北部地域拠点地区>

その他の施設

西浦上地域センター、長崎県長崎振興局

法倫會館、大橋メモリーホー

ル、銭座地区コミュニティセ

ンター、江平地区ふれあいセ

ンタ」、大橋地域コミュニテ

イ消防センター

長崎市チ,トセピアホール

チトセピア、 OKホームガーデン、ダイレックス若葉町店

生活関連施設、、(新規設定)

長崎市役所教育委員会北公民館
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.

'

官公庁等

教育・文化施設等

項目

保健・医療・福祉施設等

商業施設等

公園、運動施設等

観光施設

路外駐車場

<東部地域拠点地区>

その他の施設

東長崎地域センター

東長崎中学校

千綿病院

エレナ矢上店、イオン東長崎ショツピングセンター

官公庁等

生活関連施設(新規設定)

教育・文化施設等

項目

保健・医療・福祉施設等

商業施設等

東長崎斎場

公園・運動施設等

観光施設

路外駐車場

<南部地域拠点地区>

その他の施設

士井首地域センター、南部市民センター

長崎記念病院

フレスボ深堀

生活関連施設,(新規設定)

67



5-2.生活関連経路設定の考え方

生活関連経路とは、「生活関連施設相互間の経路」のことで、バリアフリー化を進め

ることが重要な経路です。生活関連経路の設定に当たっては、今後整備が予定されてい

る都市計画道路なども考慮し、以下に該当する経路を設定することとします

より多くの人か

利用する経路

5-3.生活関連施設・生活関連経路

上記の考え方に基づき設定した、生活関連施設及び生活関連経路の位置を以下に示し

ます

<生活関連経路設定の考え方>

生活関連施設相互

ネノトワークを

確保

市の関連計画との整口や

地形制約の考慮
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<北部地域拠点地区(生活関連施設・生活関連経路)>
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5-4.生活関連施設・生活関連経路のバリアフリー化に関する事項

①バリアフリー化の促進に関する考え方

基本方針を踏まえ、バリアフリーに関する各種基準等やまち歩き点検・ワークシヨ

ツプ等での意見に留意し、生活関連施設と生活関連経路の面的・一体的なバリアフリ

一化を促進します。なお、ハード整備においては、構造上の例邱艮や財源確保など様々

な課題はありますが、ソフト施策を交えながら、関係機関と連携・協働し、それぞれ

ができうる取組みを実施しながら本市のバリアフリー化を促進します

ハリアフリーに関

する各種基準等

②バリアフリーに関する各種基準等

施設や経路の整備に当たっては、バリアフリー法に定める移動等円滑化基準や関連

ガイドライン、関連条例を踏まえ、できる限り基準に適合するよう努めることとしま

す

生活関連施

まち歩き古検・
ワークソヨッフ等

<バリアフリーに関する各種基準等>

所管名称項目

移動等円滑化のために必要な旅客施設又は車両等の構造及び設

公共交通備並びに旅客施設及び車両等を使用した役務の提供の方法に関国土交通省

する基準

移動等円滑化のために必要な特定路外駐車場の構造及び設備に路外駐車
国土交通省

関する基準場

移動等円滑化のために必要な建築物特定施設の構造及び配置に
国土交通省建築物

関する政令で定める基準

都市公園移動等円滑化のために必要な特定公園施設の設置に関する基準国土交通省

移動等円滑化のために必要な道路の構造及び旅客特定車両停留
道路

施設を使用した役務の提供の方法に関する基準

面
ノξリ

国土交通省

・一体
フリー化

生活関連「経路」
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、

'

項目

公共交^

公共交通機関の旅客施設に関する移動等円滑化整備ガイドライ

ン【旅客施設編】

公共交通機関の車両等に関する移動等円滑化整備ガイドライン

【車両等編】

建築物

公共交通機関の役務の提供に関する移動等円滑化整備ガイドラ

イン【役務編】

都市公園

名称

道路

高齢者、障害者等の円滑な移動等に配慮した建築設.計標準

都市公園の移動等円滑化整備ガイドライン

建築物、

道路、公

園等、路

外駐車場

【増補改訂版】道路の移動等円滑化整備ガイドライン

長崎県福祉のまちづくり条例

公園

、

長崎県高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に係る特定公

園施設の設置に関する基準を定める条例

道路

所管

国土交通省

長崎県高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に係る道路の

構造に関する基準を定める条例

交通安全

国土交通省

都市公園

長崎県高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に係る信号機

等に関する基準を定める条例

国土交通省

道路

長崎市都市公園に係る移動等円滑化のために必要な特定公園施

設の設置に関する条例

国土交通省

国土交通省

長崎市移動等円滑化のために必要な道路の構造に関する条例

(財)国土技術

研究センター

長崎県

長崎県

長.崎県

長崎県

長崎市

75

長崎市

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等

条
例



③バリアフリーに関する配慮事項

まち歩き点検やワークショップ、市政モニターアンケート、移動等円滑化推進協議

会等からの意見を踏まえ、バリアフリー整備に当た'つての配慮事項を次のとおり整理

しました。施設や経路の整備に当たっては、可能な限り配慮事項を踏まえた整備に努

めることとします。

なお、今後の社会情勢の変更等により、配慮すべき事項もさらに多様化することが

想定されますので、国の動向等を踏まえ、これら以外の事項についても留意していく

こととします。

分野 項目

段差

共通事項

<バリアフリー整備に関する配慮事項>

傾斜路

視覚障害者

誘導用プロ

ツク

段差解消に努める。

76

傾斜路の縦断勾配は、各種基準に適合させるよう努める。

ι§,キ交^

案内板等

視覚障害者誘導用ブロックの適切な設置に努める。

ブロック部分を容易に識別できるよう輝度比の確保に努める。

駐車場

'

車両・船舶

配慮事項

ピクトグラムの活用など、内容が容易に識別できる案内板等の設

置に努める。

デザインの,統一に努める。

駐車区画

道路

低床車両などバリアフリー化された車両や船舶の導入に努める。

段差

車いす使用者用の駐車施設である旨の表示に努める。

幅の広い駐車区画の確保に努める。

歩道舗装

横断歩道に接続する歩道の部分の縁端は、車道の部分よりも高く

するものとし、その段差は2Cm を標準とするよう努める。

交通安全

排水施設

平坦で滑りにくく、かつ、水はけの良い仕上げとするよう努める。

経年劣化や損傷による舗装の不陸やがたつきの修繕に努める。

エスコート

ゾーン

車いすのキャスターや白杖の先などが落ち込むことがないよう、

グレーチングの溝が細かいものや滑りづらさに配慮するよう努

める。

横断歩道と歩道の接続部など、エスコートゾーンの不連続が生じ

ないよう努める。



'

.

分野

共通事項

公共交^

<心のバリアフリーに関する配慮事項>

声かけや手助けの実施に努める。

高齢者、障害者等のための施設(トイレ、駐車施設、エレベーター、優先席、

車いすスペース等)の適正利用への配慮に努める。

道路

わかりやすい乗換案内に努める。

わかりやすい行先案内に努める。

視覚障害者誘導用ブロック上への路上駐車や路上駐輪の防止に努める。

歩道上への置き看板や置き荷物などの防止に努める。

配慮事項

フフ



第6章.バリアフリーに関するソフト施策の取組み

6-1

施設のバリアフリー整備が進んでも、高齢者や障害者等に対して、市民一人ひとりが

高齢者、障害者等の特性を理解し、接することができなければ、真の意味でのバリアフ

リー化は図れません。バリアフリー整備には時間を要するほか、特に本市は地形的な制

約から、バリアフリー整備が困難な場合もあるなど、「心のバリアフリー」の取組みが

重要となります。

また、近年は訪日外国人観光客も増加するなど、求められる心のバリアフリーも多様

化しています

「心のバリアフリー」

》様々な心身の特性や考え方を持つすへての人々か相互に理解を深めようとコミュ
ケーションをとり、支え合うこと。

》ユニバーサルデザイン2020行動計画(平成29年2月ユニバーサルデザイン2020関係
間僚会議決定)においては、次の3点が「心のバリアフリー」を体現するためのポイン
トとして示されている。

iDのバリアフリーとは

^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^

1①障害のある人への社会的障壁を取り除くのは社会の務であるという「障害の社 1
会モデル」を理解すること。

②障害のある人(及びその家族)への差別(不当な差別的取扱い及び合理的配慮の
不提供)を行わないよう徹底すること。

③自分とは異なる条件を持つ多様な他者とのコミュニケーションを取る力を養い
1 すべての人が抱える困難や痛みを想像し共感する力を培うこと。
^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^

6-2.心のバリアフリ 1一関する取組み

心のバリアフリーの推進に当たっては、市民や施設の職員などの関係者が、困ってい

る高齢者や障害者等への声かけや手助けなど具体的な行動につなげることが必要です。

また、先席や車いす使用者用駐車施設、車いす使用者等が利用するトイレなどは、高

齢者、障害者等が安全・安心・円滑に利用できるよう配慮することが求められていま

す

高齡者や障害者へのヒアリングにおいては、「困っているときに気軽に声をかけて欲

しい」やしくス、電車の優先席を譲るアナウンスをして欲しい」、「歩道や点字ブロッ

ク上に駐車したり物を置かないで欲しい」など、心のバリアフリーを求める意見が上が

つています。

今後、誰もが安心して外出できる機会力新昇られるようにするためには、市民一人ひと

りが心のバリアフリーへの理解と協力を深めるよう地域社会における意識啓発を推進し

ていく必要があります。



こうした心のバリアフリーを進めていくため、炊のような取組みを実施する二とで、

障害レW ア)がどこにあるのかを「知る」、特性を「理解する」、困ってぃる人に

「気づく」、積極的に「行動する」につなげ、みんながさ支え合い、つながる心のバリ

アフリーを推進します

バリアフリー理

解向上やマナー

識向上に向け

た取組み

学校教育などによる心のバリアフリー授業の実施

市民や施設の職員に対するバリアフリー体験、講座、研修等の開催

パラスポーツ体験

インターネットやパンフレット等による啓発活動

ヘルプマークやへルプカードの普及・啓発

サポート体制

の充実

バリアフリー

報の発信

手話通訳者、ボランティア等の養成

観光客等に対するバリアフリーモデルコースの紹介

車いす、筆談器具等の貸出

(

・市のホームページ等を活用したバリアフリーに関する情報の発信

・パソコン、スマートフォン等を利用した誰でも簡単に検索できるバリ

アフリーマップの作成

組内

バリアフリー情報の発信

【所管:観光交流推進

室】

パンフレットによる啓発

【所管:生涯学習課】

手話通訳者・通訳筆記者

の養成講座

【所管:障害福祉課】

<取組み事例(長崎市)>

概要

一般社団法人長崎国際観光コンベンション協会による長崎

市公式観光サイト「あっ!とながさき」において、観光政

策課で情報収集した観光施設等のバリアフリー情報やバリ

アフリーモデルコースの情報発信を行っている。

人権啓発に関するパンフレット等を作成し、ロビーに設置

している

障害者の生活・福祉制度の理解の促進、聴覚障害者とのコ

ミュニケーションの向上を図るため、通訳者の養成を行っ

ている

中学校向け手話講座

【所管:障害福祉課】

手話への理解促進及び手話の普及を図り、ろう者が支障な

く日常生活を送ることができるよう、手話を使用しやすぃ



取組内一

ボランティア養成講座

「レクリエーションボッ

チャをやってみよう」の

開催【所管:生涯学習

課】

環境を整備することの一環として、中学校向けに手話通訳

の講座を開講している。

レクボッチャ体験コーナ

ーの設置【所管:生涯学

習課】

パラリンピック正式種目「ボッチャ」のルールをアレンジ

した年齢、性別、障害の有無に関係なくだれもが楽しめる

レクリェーション・ボッチ'ヤをく「ボッチャ」の普及'と地域

住民、公民館利用者の健康増進及び地域の交流のニミユニ

ケーションッールとして利用するため、今後の講座開設の

準備としてレクボッチャの指導ができるボランティアを養

成す・る講座を開催している。

人権講演会

【所管:生涯学習課】

要

6-3.バリアフリーマップについて

高齢者、障害者等が利用可能な施設を選択できるようにするためには、これらの施設
が所在する場所やバリアフリー情報が掲載されたバリアフリーマップを作成することが

効果的です。

このため、バリアフリー法においては、マスタープランにバリアフリーマップの作成

等にっいて明記した場合、各施設の管理者等は、市町村の求めに応じて、バジアフリー

の状況にっいて、旅客施設及び道路にっいては情報提供しなけれぱならない旨を、建築
物、路外駐車場及び公園にっいては情報提供に努めなけれぱならない旨を規定レていま
す。

また、高齢者、障害者団体へのヒアリングにおいては、"バリアフリーに関する情報

を積極的に発信してほ,しい"や"バリアフリー化された施設を選んで利用する"といっ
た声が上がっています。

このようなことから、今後、各施設管理者等と連携しながら情報収集を行い、バリア

フリー情報を一元化したバリアフリーマップの作成と発信に努めていきます。

なお、バリアフリーマップには、どこに障害(バリア)があるのかも併せて記載する
よう努めます。

①バリアフリーマップに記載する情報

バリアフリーマップに記載するバリアフリー情報について、他都市の事例を参考に

すると以下に示す内容を記載していくことが考えられます。なお、ここに記載する情
報以外でも、提供すべき情報があれば、併せて発信していくこととします。

パラリンピックや障害者の方への理解を深めるため、公民

館に「レクボッチャ」の体験コーナーを設置し、来館者に

声をかけ、パラリンピックの「ボッチャ」の説明をした上

で、「レクボッチャ」を体験していただいている。

外部講師による人権講演会を開催している。

'
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大項目

車いす対応エレベーター

<バリアフリーマップ記載項目案>

小項目

点字・音声付エレベータ

経路

車いす等対応エスカレー

ター

簡易リフト.、階段昇降装

置

スロープ

車いす使用者が利用できるエレベーターがあ

る

手ずり

視覚障害者誘導ブロック

点字表示又ば音声案内付エレベーターがある

出入口幅80センチ以上

車いす使用者やべピーカー利用者が利用.でき

るエスカレーターがある

内容

一般エレベ'ター

一般エスカレ」ター

簡易リフトなどにより段差を解消してぃる

車いす対応ATM

車いす使用者が利用できるスロープがある

車いす対応自動販売機

手すりがある

車いす対応公衆電話

視覚障害者誘導用ブロックがある

車いす対応駐車料金精算

機

車いす使用者が円滑に通行できるよう出入口

幅が確保されている

車いす対応試着室

一般用のエレベーターがある

車いす対応浴室

一般用のエスカレーターがある

設備

車いす対応客室

車いす使用者が利用しやすぃA丁Mがある

車いす対応客席

車いす使用者が利用しやすぃ自動販売機があ

る

車いす対応観覧スペース

車いす使用者が利用しやすい公衆電話がある

点字・音声案内A丁M

点字・音声案内自動販売

車いす使用者が利用しやすい駐車料金精算機

がある

機

公衆FAX

車いすで利用できる試着室がある

音量調整式公衆電話

車いすで利用できる浴室がある

補聴設備

車いす使用者が利用できる客室がある

ベビーシート等オムツ交

換場所

車いす使用者が利用できる客席がある

車いす用観覧スペースがある

ベビフチェア

点字利用・音声案内に対応したATMがある

授乳室

点字利用

ある

キッズルーム

公衆FAXがある

音量調整できる公衆電話がある

音声案内に対応した自動販売機が

補聴設備がある

乳幼児のおむつ交換台がある

ベビーチェアがある

授乳室がある

キッズルームがある
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大項目

介護べツド

自動ドア

小項目

電光掲示板

インターフオン

車いす対応トイレ

トイレ

オストメイト対応設備

親子トイレ

大人も利用できる介護べッドがある

小児用便器

駐車場

温水洗浄便座

自動ドアがある

電光掲示板等の文字による案内,がある

洋式トイレ

インターフォンなどによる呼び出し機能があ

る

一般駐車場

車いす使用者駐車施設

内容

歩道

車いすで利用できるトイレがある

歩道幅員(2m以上)

オストメイト対応トイレがある

音響装置付き信号機

親子で利用できるトイレがある

視覚障害者誘導ブロック

小児用の便器がある

エスコートゾーン

温水洗浄便所(ウォシュレット等)がある

エレベーター付き歩道橋

゛

洋式トイレがある

車いす貸出

駐車場がある

ベビーカー貸出

車いす使用者が利用できる駐車区画がある

手話対応

卑

歩道幅員が2m以上ある

音響装置付き信号機がある

筆談対応

その他

視覚障害者誘導用ブロックがある

お子様、お子様連れの方

への割引

横断歩道にエス司ートゾーンがある

障害のある方、高齢者の

方への割引

歩道橋にエレベーターがある

貸出用車いすがある

貸出用べビーカーがある

お子様用メニュー

手話で対応できるスタッフまたはシステムが

ある

お子様用食器

介添えサービス

筆談対応の衷示をしている

受付案内

子ども又は子ども連れの人への割引制度があ

る

AED

バリア

多言語対応

段差・階段

障害のある人や、高齢者への割引制度がある

開き戸(手動)

子ども用のメニューがある

歩道幅員が狭い(2m未

満)

子ども用に食器を貸し出している

介助や付き添いなどの介添えサーピスがある

受付案内所がある

A印(自動体外式除細動器)を設置している

多言語に対応している

段差や階段がある

開き戸がある
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(市町村による情報の収集、整理及び提供)

第24条の7 第24条の2第4項の規定により移動等円滑化促進方針において市町

村が行う移動等円滑化に関する情報の収集、整理及び提供に関する事項が定められ

たときは、市町村は、当該移動等円滑化促進方針に基づき移動等円滑化に関する事

項についての情報の収集、整理及び提供を行うものとする

<参考高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律>

(施設設置管理者による市町村に対する情報の提供)

第24条の8 公共交通事業者等及び道路管理者は、前条の規定により情報の収集、

整理及び提供を行う市町村の求めがあったときは、主務省令で定めるところによ

り、高齢者、障害者等が旅客施設及び特定道路を利用するために必要となる情報を

当該市町村に提供しなけれぱならない。

2 路外駐車場管理者等、公園管理者等及び建築主等は、前条の規定により情報の収

集、整理及び提供を行う市町村の求めがあったときは、主務省令で定めるところ

により、高齢者、障害者等が特定路外駐車場、特定公園施設及び特別特定建築物

を利用するために必要となる情報を当該市町村に提供するよう努めなけれぱなら

ない



第7章.行為の届出に関する項

フ-1.届出制度の概要

届出制度はバリアフリー法に基づく制度で、公共交通事業者等や道路管理者は、移動

等円滑化促進地区の区域内において、旅客施設※や道路の改良等であって、他の施設と

接する部分の構造の変更等を行う場合は、当該行為に着手する30日前までに市町村に

届け出なければなりません。

また、市町村は届出に係る行為がバリアフリー化の促進を図る上で、支障があると認

めるときは、届出をした者に対し行為の変更等の必要な措置を要請することができま

す

※生活関連施設である旅客施設(以下「生活関連旅客施設」という)に限られ

る

出の流れ

<図届出制度の流れ>

工事着手の30日前諜で

支なし

【出典】移動等円滑化促進方針・バリアフリー基本構想作成に関するガイドライン個土交通省)

フ-2.届出の対象行為

①対象エリア:移動等円滑化促進地区

②届出対象者:公共交通事業者等、道路管理者

③届出対象箇所

象施設

ーユ阜

支あり

生活関連旅客施設

届出対象となる行為

生活関連施設に指定した旅客施設のうち、下記の範囲

・他の生活関連旅客施設との問の出入口

・生活関連経路に指定した道路(道路法の道路)との間の出入口

生活関連経路に指定した駅前広場との間の出入口

バリアフリールートの出入口

の
変

必
な

の

改
の



対象

道路

(生活関連経路)

届出象となる行為

生活関連経路である道路のうち、下記の範囲

生活関連旅客施設の出入口

・生活関連経路に指定した駅前広場との接続部

:バリアフリールート

:一般の通路

届出対象範囲

<図届出対象のイメージ>

族客施設B
鉄道駅、生活 施設

改札

改札

^^^

ホーム②

札

道銘(生活関連錘路

【出典】移動等円滑化促進方針・バリアフリー基本構想作成に関するガイドライン掴土交通省)

^^^^^^

駅前広場
(生活関連経路)

ホーム①

ホーム②

康客施霞A(駅、生活関達施設)

路生活関連経路

生活関荘路
BF 済

改札

、ム

当該部分1、ついて、

移動の連綾性の確保が必要

具体的な届出範囲は
マスーブーンで

公

通
跨

道
路
(
非
生
活
関
経
鐙



第2編.長崎市第2期バリアフリー基本構想

第1章.長崎市第2期バリアフリー基本想の策定にあたって

1-1.基本構想の位置づけ

「基本構想」とは、バリアフリー化事業を実施することが特に必要と認められる地区

(重点整備地区)を定め、主に地区内の既存施設等を対象としたバリアフリー化の事業

計画のことです。基本構想には、以下に示す特定事業を位置づけることとなり、これら

は計画に沿った実施義務が課せられることから、重点的・計画的なバリアフリー化を推

進することができます。

なお、基本構想は、「長崎市バリアフリーマスタープラン」に即し、策正します

<長崎市第2期バリアフリー基本構想の位置づけ>

●齢者、障害者等の移動等円滑化の促進に関する法律

●移動等円滑化の促進に関する基本方針

^^^^^^^^^^

長崎市バリアフリー
マスターブラン

'.1・1 リ剖膿1:令和3勺'庁~ハ和7卸度)

即す

^^^^^^^

長崎市第2期ハj/フノ
基本構想

1両期1批:令和3年広~<和7"

【上位計画】●長崎市第五次総合計画

特定計画
・公共交通・道路・路外駐車場

都市公園・建築物・交通安全
・教育啓発 1

^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^

【関連計画】

●長崎市都市計画マスタープラン

●長崎市立地適正化計画

●長崎市公共交通総合計画

●長崎市中心市街地活性化基本計画

●長崎市観光・MICE戦略

●長崎市高齢者保健福祉計画・介護

保険事業計画

●長崎市第4期障害者基本計画

●長崎市住生活基本計画

など

^

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
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ー
ー
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定
ノンステウブ1スの導入

ホームドアの

杏妻誘導用
ク

<特定事業イメージ>

路外駐車場^
東埼子使用者用駐車区画

匪闇
冒盲皿

等 牢道との段整解消

^^^^^^

(想走される那業)

・小中字校におけるバリアフリーに閲する教育 UやJアフ1/一教室)
・公共交逼事業者における接遇の向上に向けた研修の実施
杏者用Mレ、鉄道・バスの優先席、鉄道駅等のエレベーターの適正利用
に関する広報啓発の集中的な実施

・高齢者、障杏者等が公共交通機関等を利用する際こ直面する困姦や必要
とする支掘にっいて理解するための請演会 等

^

R21〔りアフリー法改正により、従来の八ート整僑に関す
^

【教

園特定
回路の段腔解消
陣杏者対応型Mレの

小学生による公共交通のタクシー亊鍛者における
コニノ「ーサルマナー研修利用疑似体験

止一 ^^^^^^^^^^^^^^^^^ ^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^

(出典:移動等円滑化促進方針・バリアフリー基本構想作成に関するガイドラインの改訂にっいて掴士交通省))

建築物特定
建築物内のエレベーター

等の段差解消

移動等円滑化

促進地区

交逓安全特定
音要式号機
残り時間のわ

障轡者対応型トイレの
整儒

<マスタープランと基本構想の対象地区(イメージ)>

匝五]

^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^

号機

1スコートゾーンの:受但

^

匝画

^^^
^^^

^^^
^

^

に加え、新たにνフ"・を創設

定亊業のイメージ】

巨亘]

.

^

巨王亙司

屡亙亜

匝三匝回
'

^

'

JO」アフリー

マスタープラン

'^

バリアフリー

基本想

ノや」アフリー

マスタープラン

バリアフリー

基本構想

バリアフリー

基本構想

:・都市計画マスタープうンに定める
「将来都m 造図」等に岳づき促進
地区を設定

^

1凪点豊備地区

バリアフリー

基本構想

将来

,
ー
ー
ー
ー
ー
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ー
ー
ー
ー
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(移動等円滑化基本構想)

第25条市町村は、基本方針(移動等円滑化促進方針が作成されているときは、基本方
針及び移動等円滑化促進方針。以下同じ。)に基づき、単独で又は共同して、当該

市町村の区域内の重点整備地区にっいて、移動等円滑化に係る事業の重点的かっー

体的な推進に関する基本的な構想(以下「基本構想」という。)を作成するよう努

めるものとする。

<参考高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律>

1-2.計画期間

計画期間は、令和3 (2021)年度から令和 7 (2025)年度までの5年間とします。

'

.

や

88



第2章.重点整備地区

2-1.重点整備地区の要件

重点整備地区とは、バリアフリー化事業を実施することが特に必要と認められる地区

のことで、「移動等円滑化促進方針・バリアフリー基本構想作成に関するガイドライ

ン」(令和3年3月国交省)では、重点整備地区の要件が以下のとおり示されていま

す。

<重点整備地区の要件>

生活関連施設があり、かつ、それらの間の移動が通常徒歩で行われる地区

生活関連施設及び生活関連経路についてバリアフリー化事業が特に必要な地区

バリアフリー化の事業を重点的・一体的に行うことが、総合的な都市機能の増進

を図る上で有効かつ適切な地区

境界の設定等④

①
②
③



<参考高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律(抜粋)>

(定義)

第2条この法律において次の各号に掲げる用語の意義は、それぞれ当該各号に定める

ところによる。

23 移動等円滑化促進地区次に掲げる要件に該当する地区をいう。

イ生活関連施設(高齢者、障害者等が日常生活又は社会生活において利用する旅

客施設、官公庁施設、福祉施設その他の施設をいう。以下同じ。)の所在地を含

み、かつ、生活関連施設相互間の移動が通常徒歩で行われる地区であること。

口生活関連施設及び生活関連経路(生活関連施設相互間の経路をいう。以下同

じ。)を構成する一般交通用施設(道路、駅前広場、通路その他の一般交通の用

に供する施設をいう以下同じ)にっいて移動等円滑化を促進することが特に

必要であると認められる地区であること。

ハ当該地区において移動等円滑化を促進することが、総合的な都市機能の増進を

図る上で有効かつ適切であると認められる地区であること。

24 重点整備地区次に掲げる要件に該当する地区をいう。

イ前号イに掲げる要件

口生活関連施設及び生活関連経路を構成する一般交通用施設について移動等円滑

化のための事業が実施されることが特に必要であると認められる地区であるこ

と。

ハ当該地区において移動等円滑化のための事業を重点的かつ一体的に実施するこ

とが、総合的な都市機能の増進を図る上で有効かつ適切であると認められる地区で

あること



2-2.重点整備地区

重点整備地区は、バリアフリー法に定める要件を踏まえるとともに、長崎市バリアフ

リーマスタープランで「移動等円滑化促進地区」に位置付けた5つの移動等円滑化促進

地区のうち、日平均利用者数が5,000人を超える旅客施設(特定旅客施設)があり、か

つ生活関連施設が高密度に集積している、「都心部地区」と「都心周辺部地区」の2地

区を殷定します

<重点整備地区>

都心周辺部地区

,

暫

宅

都心部地区

重点整備地区

ノ
ノ



2-3.地区の特性を踏まえたバリアフリー化の基本的な考え方

ア位置・範囲

'、典〆'、、゛典〆

【凡例(生活関連施設)】

^放客流設
官公庁等

教肯・文化施般等

保健・医療・福祉施設

商業施設

公園・運動施設

観光施設
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.

イ地区の概要

・都心部地区は、本市の中心部として様々な都市機能が点在しています。

・陸の玄関口であ.る長崎駅や海の玄関口である長崎港ターミナル、さらには海の国

際玄関口である松が枝国際ターミナルをはじめ、多様な公共交通機関が集積して

います。

・さらには、世界文化遺産に登録された大浦天主堂や旧グラバー住宅をはじめ、国

指定史跡出島和蘭商館跡など、歴史的文化遺産や観光施設が多く存在してぃま

す。

・また、「100年に一度」と称されるまちづくりの変革期を迎えています。

濠1人口(令和元年)

地区の面積

地区の位置付け

主な公共交

通機関地

鉄道施設

<地区の概要>

軌道施設

主な関連事業

24,550 人

パスターミナル

約298 へクタール

九州新幹線西九州ルート整備事業

長崎駅周辺土地区画整理事業

松が枝国際観光船ふ頭2バース化

市街地再開発事業・(新大工町・浜町)

県庁舎跡地整備

地)

桜町近隣公園整備事業(市庁舎別館跡地)

都市機能誘導区域、第2期長崎市中心市街地

活性化基本計画区域

船舶ターミナル

長崎駅

長崎駅前電停、新地中華街電停、浜町アーケ

ード電停、諏訪神社電停

長崎新地ターミナル、長崎駅前ターミナル

※1:人口(令和元年)は、立地適正化計画で示されている各都市機能誘導区域内人口

(H28)の構成比を用いて按分した数値である。

※2:バリアフリー法の旅客施設に該当する施設を記載

長崎港ターミナル、長崎港松が枝国際ター.ミ

ナル

倶長崎本線連続立体交差事業

交流拠点施設整備事業

新市庁舎建設事業

・都市計画街路整備事業

・新文化施設整備事業(市庁舎本館跡
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ウバリアフリー化の基本的な考え方

地区の特性を踏まえ、都心部地区のバリアフ

り設定します。

都心部地区では、陸の玄関口である長崎駅周辺の整備や海の国際玄関口である松

が枝国際観光船ふ頭の2バース化、さらには新市庁舎建設など「100年にー

度」と称されるまちづくりの変革期を迎えており、これらまちづくりと連携した

バリアフリー化を推進します

. 度」と称されるまちづくりと連携したバリアフリー化の推進

②生活関連施設及びこれら施設と公共交通機関を結ぶ経路のバリアノー化の推進

本市の中心部として、多くの市民が利用する官公庁施設をはじめ、商業、医療、

文化施設など様々な都市機能が集積していることから、これら施設はもとより、

多くの観光客が訪れる大浦天主堂やグラバー園など観光施設のバリアフリー化を

推進します。また、これら施設と公共交通機関を結ぶ経路のバリアフリー化を推

進します。なお、地形的制約などによりバリアフリー化が困難な場合もあること

から、「心のバリアフリー」につながる取組みを推進します

一化の基本的な考え方を以下のとお

③まちなか及び観光地周辺における回遊性の向上

歴史的な文化や伝統に培われた長崎の中心部である「まちなか」や、グラバー園

や出島などの「観光地周辺」においては、ユニバーサルデザインによるわかりや

すぃ案内の充実などにより、訪日外国人観光客を含めた回遊性の向上を図りま

す



②都心周辺部地区
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イ地区の概要

・都心周辺部地区は、都心部地区の北部に位置し、地区内ではjR、路面電車、路

線バスが運行しています。

・浦上駅やコニウォークバスセンター周辺を中心に、大型商業施設や文化施設、医

療・福祉施設といった都市機能が集積しており、平和公園、原爆資料館、浦上天

主堂といった国内外から多くの観光客が訪れる施設も立地しています。

,現在、浦上駅周辺においては、 JR長崎本線連続立体交差事業による鉄道施設の

高架化に伴う再整備が進んでいます。

・また、三菱重工業幸町工場跡地においては、サッカースタジアムを中心とした商

業施設、ホテル、オフィスなどの複合開発である「長崎スタジアムシティプロジ

エクト」が進行しています。

・さらに、長崎南北幹線道路が平和公園(西地区)内の複数のスポーツ施設上空を

通過する計画であるととから、平和公園(西地区)のあり方やスポーツ施設の再

配置などの検討が進められています。

<地区の概要>

人口(令和元年)

地区の面積
地区の位置付,け

主な公共交通

機関楽2 '

縦1

゛

鉄道施設

主な関連事業

軌道施設

JR長崎本線連続立体交差事業

(仮称)平和公園再整備事業

※1:人口(令和元年)は、立地適正化計画で示されている各都市機能誘導区域内人口

(H28)の構成比を用いて按分した数値である。

※2:バリアフリー法の旅客施設に該当する施設を記載

バ,スタ・ーミナル

フ,588 人

船舶ターミナル

約 132 へクタール

都市機能誘導区域

浦上駅

茂里町電停、平和公園電停、大学病院前

電停

ココウオークバスセンター

96

長崎スタジアムシティプロジェクト

川ロアパー'ト建替事業



ウバリアフリー化の基本的な考え方

地区の特性を踏まえ、都心周辺部地区のバリアフリー化の基本的な考え方を以下の

とおり設定します

浦上駅周辺の再整備や長崎スタジアムシティプロジェクトと連携したパ,
化の推進

都心周辺部地区では、浦上駅周辺の再整備や三菱重工業幸町工場跡地における

サッカースタジアムを中心とした複合開発である「長崎スタジアムシティプロ

ジエクト」が進行しており、これらまちづくりと連携したバリアフリー化を推進

します

②生活関連施設及びこれら施設と公共交通機関を結ぶ経路のバリアフリー化の推進

浦上駅やココウォークバスセンター周辺には、障害福祉センターをはじめとした

医療・福祉施設や文化施設、大型商業施設など多くの市民が利用する生活関連施

設が集積していることから、これら施設のバリアフリー化や施設と公共交通機関

を結ぶ経路のバリアフリー化を推進します。なお、地形的制約などによりバリア

フリー化が困難な場合もあることから、「心のバリアフリー」につながる取組み

を推進します

③平和公園周辺における回遊性の向上

平和公園周辺には、多くの市民や国内外からの観光客が訪れる本市の重要な施設

が多く存在することから、ユニバーサルデザインによるわかりやすい案内の充実

などにより、訪日外国人観光客を含めた回遊性の向上を図ります。また、長崎

北幹線道路の事業化(予定)に伴う、平和公園(西地区)の再整備に係る検討1

当たっては、平和公園周辺の回遊性の確保に配慮した検討に努めます



第3章.生活関連施設、生活関連路

3-1.生活関連施設・生活関連経路の設定及びバリアフリー化に関する事項

マスタープランで設定している生活関連施設・生活関連経路を基本構想に位置付ける

こととします

また、生活関連施設・生活関連経路のバリアフリー化の促進に当たっては、マスター

プランで掲げる考え方に基づき、バリアフリー化の推進を図ります



<都心部地区(生活関連施設・生活関連経路)>
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第4章.実施すべき特定

4 -1 特定事業とは

特定事業は、基本構想における生活関連施設、生活関連経路、特定車両のバリアフ

リー化を具体化するための事業で、ハード整備に関する事業(公共交通、道路、路外

駐車場、都市公園、建築物、交通安全)とソフト施策に関する事業(教育啓発)に分

けられます。基本構想で特定事業を定めた場合、事業を実施する者には、特定事業計

画の作成とこれに基づく事業実施の義務が課せられます。

なお、バリアフリー法においては、新設等を行う一定の施設等には移動円滑化基準

への適合義務(基準適合義務)が課せられますこのため、特定事業は、基準適合義

務が課せられない既存の施設等についてのバリアフリー化が求められます(既存施

設の基準適合は努力義務)

4-2.特定事業の実施予定期間

特定事業の実施予定期間は、炊の通りとします。

短期令和7 (2025)年度までの整備完了を目標として取組むもの

(今後4年間)

中長期 令和8年(2促6)度以降も継続的に取組むもの

バリアフリー法においては、特定事業の内容は、次のように定められています。

①公共交通特定事業

・特定旅客施設におけるバリアフリー設備(エレベーター、エスカレーターなど)の

整備、これに伴う特定旅客施設の構造の変更

・特定車両(路面電車、バス、タクシー等)の低床車両導入など

②道路特定事業

・道路におけるバリアフリー化のための施設・工作物(歩道、道路用エレベーター、

通行経路の案内標識など)の設置

・バリアフリー化のために必要な道路構造の改良(歩道の拡幅、路面構造の改善な

ど)

③路外駐車場特定事業

・特定路外駐車場におけるバリアフリー化のために必要な施設(車いす使用者が円滑

に利用できる駐車施設など)の整備

④都市公園特定事業

・都市公園におけるバリアフリー化のために必要な特定公園施設の整備

4-3.特定事業の種類



⑤建築物特定事業

.特別特定建築物におけるバリアフリー化のために必要な建築物特定施設の整備

.全部又は一部が生活関連経路である特定建築物における生活関連経路のバリアフリ

一化のために必要な建築物特定施設の整備

⑥交通安全特定事業

.バリアフリー化のために必要な信号機、道路標識又は道路標示の設置(高齢者、障

害者等による道路の横断の安全を確保するための機能を付加した信号機、歩行者用
道路であることを表示する道路標識、横断歩道であることを表示する道路標示の設

置など)

.バリアフリー化のために必要な生活関連経路を構成する道路における違法駐車行為

の防止(違法駐車行為に係る車両の取締りの強化、違法駐車行為の防止についての

広報活動及び啓発活動など)

⑦教育啓発特定事業

.移動等円滑化の促進に関する児童、生徒又は学生の理解を深めるために学校と連携

して行う教育活動の実施に関する事業(学校の場を活用した市町村等によるバリア

フリー教室(障害当事者によるセミナーや車いすサポート体験、高齢者疑似体験な

ど)の開催、旅客施設等におけるバリアフリー教室の開催など)

移動等円滑化の促進に関する住民その他の関係者の理解の増進又は移動等円滑化の

実施に関するこれらの者の協力の確保のために必要な啓発活動の実施に関する事業

(上記に掲げる事業を除く。)(障害当事者を講師とした住民向けのバリアフリー

講演会やセミナーの開催、公共交通事業者等の従業員を対象とした接遇研修の実

施、優先席や車いす使用者用駐車施設の適正利用に関するポスターの掲示など)

⑧その他の事業

.特定旅客施設以外の旅客施設におけるバリアフリー設備(エレベーター、エスカレ

ーターなど)の整備、これに伴う特定旅客施設の構造の変更

・サインによる情報提供の充実

4-4.実施すべき特定事業

本基本構想に基づき実施すべき特定事業の主な事業内容を以下のとおり定めます。実

施する特定事業の詳細は、以下の内容に基づき、基本構想策定後に作成する特定事業計

画に委ねられることとなります

なお、旧基本構想における来完事業にっいては、原則として引き続き特定事業に位置

付けることとします



'

、

゛

特定

事業名

対象施設

(整備箇所)

路面電車

<特定事業の主な内容>

乗合バス、貸

切ノ丈ス

事業者

左§,キ交^

タクシー

鉄道車両

バリアフリー車両の導入

実施内容

車内の車いすスペース確保

交通事業者

旅客船

バリアフリー車両の導入

長崎駅前・新

地中華街電停

(5,000 人/日

以上)

車内の車いすスペース確保

ユニバーサルデザインタクシ

ーの導入

実施

時期

車内の車いすスペース確保

実施済み

短期

中長期

交通事業者

道路管理者

段差の解消

車いすスペースの確保

道路

中長期

エレベーターの設置

重点整備地区

内の主要な生

活関連経路を

構成する道路

有効幅員の確保

短期

中長期

スロープの設置

短期

中長期

歩道の設置

十分な歩道幅員の確保

短期

中長期

道路管理者

歩道の段差、勾配の改善

路外駐車

場

横断歩道又は車道接続部にお

ける段差、勾配の改善

短期

中長期

車両乗入れ部の勾配の改善

重点整備地区

内で生活関連

連続性のある視覚障害者用誘

導プロックの設置

舗装の改善

(歩道の平坦性の改善)

長崎県

長崎市

立体横断施設や地下歩道のバ

リアフリー化

電線類地中化

障害者等駐車スペースの確保

等

短期

中長期
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特定

事業名

対象施設

(整備箇所)

施設に設定し

た駐車場

都市公園

重点整備地区

内で生活関連

施設に設定し

た都市公園等

事業者

建築物

重点整備地区

内で生活関連

施設に設定し

た特別特定建

築物

車いす等の対応に関する整備

長崎県

長崎市

実施内容

視覚障害者用誘導ブロックの

設置

交通安全

歩道表示の設置(カラー舗装

化)

重点整備地区

内で生活関連

施設に設定し

た道路

国

長崎県

長崎市

園路、便所のバリアフリー化

実施

時期

゛

教育啓発

ノ

高齢者や障害者が安心

に利用できる出入口や

レ、廊下等の整備等

'

公安委員会

ソフト事業

短期

中長期

障害者対応信号機(音響装置

'付信号機)の設置

エスコートゾーンの設置

長崎市

・安全

トイ

国

長崎県

長崎市

交通事業者

その他

学校と連携して行う教育活動

啓発活動

短期

中長期

ソフト事業

長崎市

啓発活動の実施に関する事業

交通事業者

短期

中長期

観光

バリアワリーマップの作成

公安委員会

車両等内におけるアナウンス

の実施、視覚・聴覚情報の提

供

道路管理者

短期

中長期

交通安全意識の啓発、指導

長崎市

違法駐車・駐輪防止の啓発、

取締りの強化

バリアフリーに関する情報提

供
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◆

特定

事業名

対象施設

(整備箇所)

その他の電停

(5,000 人/日

未満)

事業者

長崎市

長崎市

交通事業者

道路管理者

案内サインの設置

実施内容

休憩用べンチの設置

有効幅員の確保

スロープの設置(諏訪神社、

宝町)

実施

時期
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リアフリーの推進にあたって

第1章.市民及ぴ行政、施設設・管理者等との連"・協にょる推進

各地区のバリアフリー化の円滑な推進と実現を図るためには、一体的で連続的な取組

みを実践する必、要があるため、市民および行政、施設設置管理者等が連携しつつ、各々

の役割を踏まえ協働でバリアフリー化の推進に取組みます。

市民においては、マスタープランや基本構想の推進に向けたスパイラルアップへの積

極的な参加・協力や手助けが必要な方への支援など心のバリアフリーの実践に努めま

す。

行政、施設設置管理者等においては、各施設のバリアフリー化の推進や施設の適初な

維持管理、心のバリアフリー推進に向けた啓発活動、教育活動の実践等を行います

<バリアフリー化の推進に向けた役割>

市民 行政
施設設

管理者等
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第2

バリアフリー化を取り巻く状況は日々変化しているため、将来的にも社会状況や周辺

状況の変化等に柔軟に対応していく必要があります。

また、マスタープランや基本構想では、長崎市立地適正化計画に定める都市機能誘導

区域を主な対象地区とし、バリアフリー化の促進を図ることとしておりますが、今後、

他の地区においてもバリアフリー化が広がっていくようにする彪、要があります。

このため、市民や関係者等の意見を踏まえつつ定期的に事業の進捗状況を把握、管理

し、事業評価を行うPDCA (計画・実施・評価・改善)サイクルによる継続的な取組

みを実践し、バリアフリー化を推進していきます。

また、マスタープランや基本構想についても事業の進捗状況や市民意向、周辺状況の

変化等を踏まえ必要に応じて見直します

スパイラルアップにょるバリアフリーの推進

<PDCAサイクルによるスパイラルアップのイメージ>

L A N

(計画:マスタープ

ン・基本構想)

(改善)

.

都心部

都心周辺部

北部拠点、

東部拠点、

南部拠点

CT

C旺0"
(評価)

(業の実施)

の取組み

.
市全

0D
者管

二
A

行市

協
(0

、
)



1.市政モニターアンケート

長崎市ではマスタープラン及び基本構想を策定するに当たり、市民がバリアフリーに

対して感じていることや、日頃よく利用する施設などの現状を把握する・ため、市政モニ

ターアンケートを実施しました。

①調査の概要

調査期間

送付数

回答率

②調査結果の概要

今回の調査で、皆様が日ごろ利用する施設のうち、バリアフリー化が最も進んでいる

と感じる施設は「医療・福祉施設」で、最も進んでいないと感じる施設は「歩道」であ

ることがわかりました。また、バリアフリー化が進むと便利になると思う施設は、「医

療・福祉施設」と「歩道」が一番多い結果となりました。

この結果から、バリアフリー化が望まれる「医療・'福祉施設」と、「歩道」のうち、特

に「歩道」のバリアフリー化の進捗を図ることが重要と考えられます。

次に、公共交通機関のバリアフリー化にっいては、近年、徐々に増えている超低床式

路面電車やワンステップバス、ノンステップバスの導入により、「乗り降りがしやすく

なった」と感じている方が多い結果となりました。

現在の「長崎市バリアフリー基本構想1 については、「知らない」または「あまり知

らない」と答えた方の割合が9割を超える結果となりました。

令和元年5月30日~令和元年6月13日

(郵送モニター186人、インターネントモニター41人)227人

73.6% a67 人)

人)

.

(郵送モニター156人、インターネントモニタ.一Ⅱ

J

'

③調査結果の見方

調査結果の数字は、百分率で表記しているものがあり、百分率の値は、小数点以下第

2位を四捨五入して、小数点第1位まで表記しています。そのため、内訳を合計しても

100パーセントに合致しない場合があります。

また、複数回答可とした設問に霜いては、合計が100パーセントを上回る場合があり

ます。

なお、回答者数の異なる問については、回答者数の数を、・00人」で表現していま

す。
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④調査結果

調査結果の数字は、百分率で表記しているものがあり、百分率の値は、小数点以

下第2位を四捨五入して、小数点第1位まで表記しています。そのため、内訳を合

計しても100パーセントに合致しない場合があのます。

また、複数回答可とした設問においては、合計が100パーセントを上回る場合があ

のます。

恋お、回答者数の異なる問については、回答者数の数を「n.00人」で表現していま

す。

問1 あなたの性別をお答えください。

選択肢 回答者数 割合

男性

女性

0計

74人

問2 あなたの年齢を選択してください

93人

167人

443%

選択肢

557%

20代

1000%

30代

回答者数

40代

50代

11 人

60代

25人

女姓

55.フ%

割合

70代以上

26人

66%

合計

33人

15.0%

男性

443%

43人

156%

29人

198%

257%

167人

17.4%

100.0%

、、、、、、,、,、

、、、、、、、~、、、'、

、、、、、、、、、、、、、
、、,、、、、、,、、、ー、ー、,、ー、,、、、,、,、,、,、,、
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東邦

回.

12

南部

61

※ご三

^

'

38

L゛、ー

497%

(X).0%

をもと1一東西南L-"

知っている

どちらかと言えぱ

知っている

あまり知らない

知ら悲い

(初めて聞いた)

口斗

^
ロ^

820%

138%

§

2.4%

勺

どちらかと言えぱ

知っている

あまり知らない

知ら尽い

(初めて聞いた)

合計

18%

100.0%

冥

とい一三葉とそのき味を知でいますか.

、

2.0%

、

知、

1

、一蓄

8%

＼
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人
人



「長崎市パリアフリー基本構想」とその内容を知っていぎすか。問6 あ恋たは、

しる選択肢 回答者数 害"ロ

知っている 2人 12%
え

どちらかと言えぱ
、る9人 5.4%

%＼
知っている

あまり知らない 367%61 人

§
知ら恋い

566%94人
(初めて聞いた)

合計 1000%166人

(無回筈 1 人)

「長崎市バリアフリー基本構想」とその内容について、「知らない」又は「あまり知

らない」と答えた方の割合が9割を超える結果と潅の、皆様にあまり認知されていない

ことがわかりました

00%

問7 あなたは、体に不自由なところがありますか。【複数回答可】

選択肢

特にない

慢性的恋関節痛

(腰や膝が痛い恋ど)

足のケガ

3.4%

22%

22%

0.0%

3.4%

回答者数

124人

歩行障害

肢体不自由

内部障害

(臓器の障害恋ど)

聴覚・平衡機能障害

^^・^言吾・

そしゃく機能障害

視覚障害

圖」ム

693%

30人

22%

2人

168%

1.1% 1 に%

1人

その他(※1) 6人

回答者数 167人、有効回答数 179

(※わ高血圧、前立腺肥大、上肢・下肢機能障害など

0人

06% 106%

8人

168%

00%

4人

45%

0人

00%

693%

22%

4人

45%



.行政施設(県庁、市役所、誓察暑、郵便局、税務署恋ど)

.文化施設(市民会館、市立図,館、県美術館、歴史文化博物館、プリ"クホール、長崎新闘社文

館など)

.医療.福祉施設(病院.蹄所、老人ホーム・福祉ホーム、福祉センター恋ど)

.商業施設(アミ.プラザ長崎、ゆめタウン夢彩都、浜属百貫店、みらい畏崎ココウ"ークなど)

.公園(畏崎水辺の森公園、平和公園など)

1 頻繁に利用する

閏3どちらともいえない

5ほとんど利用しない

「商業施設を利用する方

りました。

2まあまあ利用する

4あぎり利用し恋い
J

がーも多く

Ⅷ

剛榔棚111黙黙湘ミ

「ハ園を利用する方」が最も少ない結果と恋

Ⅷ朏脚肌
.、、、、、、、.、、

,、,、、、ー、、、、、ー、

、、、、.、.、゛、

、、

、、、、、、

,、、、、、ー、、,、、.、、

、、.、、、、.、、、、



選択肢

JR

路面電車

路線パス

タクシー

自動車(自分で運転)
、

自動車(送迎)

バイク(原付含む)

自転車

徒歩

その他

合計

回答者数

0人

9人

41 人

1人

特に問題ない

高低差があり、乗り降りがつらし

掛段差により乗り降りが困難

待合スベースが狭い

その他

.

8y

5%

4人

8人

1人

15人

口

490y

,.

バイク(

155人

自動

009ι

1000%

特に問題ない

高低差があの、乗の降りがつらい

段差によの乗り降りが困難

待合スペースが狭い

その他※2

回答者数 145人、有効回答数 153

(※2)

・パス停や待合スペースにべンチが少恋い。

・パス停に屋根が蔵い。 ・・など

血
6 イ1

路線パス

.自動車(自分で運転)

・バイク(原付含む)

・徒歩

雫
、

、
、

、

旺
●



問16 自宅から最寄りの公共交通機関までの間、移動が不便と感じるときはどんなと

きですか。 3つまでお選ぴください。

割口回答者数選択肢

209%67人急勾配の坂道を通るとき

階段道を通るとき

路面が傷んでいるとき

(凸凹が多い、水溜まりがあるなど)

歩道が狭い、歩道がないとき

視覚障害者誘導ブロック

(点字プロック)が姦いとき

横断歩道で音式の案内が恋いとき

159%

ベビーカーを押しているとき

47人

小さ恋子と手を繋いで歩くとき

キャリーバッグ(旅行パッグ)を利用

するとき

車いすで移動するとき

ショッピングカート・シルパーカーを

禾」用するとき

その他(※3)

49人

147%

50人

153%

2人

156%

3人

06%

7人

147%

209%

09%

移動が困難と感じることはない

回答者数 164人、有効回答数 320

(※3)

・距離が遠い

恋ど.狭い道路に溝があり、高齢者の転落事故が発生している ..

自宅から最寄りの公共交通機関までの間、移動が不便と感じるのは、「急勾配の坂

道を通るとき」が最も多く、続いて「歩道が狭いとき」や「路面が傷んでいるとき」

が多い結果となりました

06%

12人

153%

22%

09%

17人

156%

38%

22%

3人

53%

6人

38%

09%

6人

53%

19%

51 人

(無回答3人)

09%

19%

19%

159%

19%



問17 公共交通機関とよく利用する施設の間を移動する際、移動が困難と感じるとき

はどんなときですか。 3つまでお選ぴください。

選択肢 回答者数 割合

急勾配の坂道を通るとき 162%47人

階段道を通るとき

路面が傷んでいるとき

(凸凹が多い、水溜まりがあるなど)

歩道が狭い、歩道がないとき

視覚障害者誘'ブロック

(点字プロック)がないとき

横断歩道で音式の案内がないとき

ベピーカーを押しているとき

42人

小さ恋子と手を繋いで歩くとき

キャリーパッグ(旅行パッグ)

を利用するとき

車いすで移動するとき

ショッピングカート・シルバーカー

を利用するとき

その他(※4)

56人

14.4%

40人

192%

2人

137%

6人

07%

62%

6人

移動が困難と感じることはない

2.1%

4.4%

07%

51 人

回答者数 150人、有効回答数 291 (無回答17人)

9人

(※4)

・歩道で話し込む人がいるとき

・歩行者信号のない道を渡るとき

・エレペーターがない・・など

公共交通機関とよく利用する施設の間を移動する際、移動が不便と感じるのは、

「路面が傷んでいるとき」が最も多く、続いて「急勾配の坂道を通るとき」が多い結

2.1%

15人

1%

192%

3.1%

37%

2.1%

4人

52%

6人

3.1%

1.4%

7人

2・1 る 1^12.1%

2・4% 11111^.4%

2%

1,4%

175%



問18~問37 あなたは、下の表のそれぞれの施設等を利用する際に、どの程度バリ
アフリー化が進んだと思い弐すか。 1 6のうち該当する評価項目に0を付けてく

ださい。

11 87 13 28 5 21政施設では、 n卓'165

,1 98 9 14 5 28化施設では、 59 郭n=165

療.福祉施設では、.,.165 15 108 14 16 1 11 65.S監92%

3'%

6 100 16 33 6 4業施設では、 '%"里165

3.フ%

6 41 13 61 17 25、園では、 163 .2%

1.2%

111111蹴la11Ⅱ112 32 20 69 28 11車場では、 、、d主窪弧、、0-162

0.m'

州朏鰯器11111110 32 12 80 40 1道では、 n-165

1,2%

MⅢⅢⅢ11俳託"脚2 44 21 67 30 0断歩道では、 "卑キ64 、、、、,、

3.0%

5 55 13 34 18 40Rの駅では、 τ,n=165

37%

6 44 14 32 19 48
、、、

Rの車両では rF,63 、・熹、

面電車の電停では、が165 1 34 9 53 40 28 、、、、、゛、2熱、、、、、5

'脚面電車の車両では、。.伯5 2 37 6 51 39 30 、、、、、、宅宜卜6^・、'、、、、

12%

1悌開2 43 14 44 32 29「スターミナルでは、 n=164

0.6%

ゞ 1 肌T糊仙1 20 20 62 48 14ゞス停では、 n-165

12%

^""線バスの車両では、平1郎 2 54 13 57 26 13
1.2%

黙Ⅱ111肌1:脚1Ⅲ=速バスの車両では、。■63 2 26 7 43 17 68

、織'.'1"2 24 2 18 8 108 1主.客船タ・ミナルでは、 n=162

0.6% 0.6% 1

1 18 1 23 9 11,'エ.1,1暴""'客船では、 "=163

9 叉11Ⅱ11愉脚Ⅱ1クシー乗り場では、,司65 3 18 20 46 28 50 、 Jユ,OM、、、

朕・帥辯琳3 31 18 39 28 46クシーでは、 1?:^n=165

皆様が日頃利用する施設のうち、バリアフリー化が最も進んでいると感じる施設は
「医療.福祉施設」で、最も進んでいないと感じる施設は「歩道」であることがわか

2哉あまあ進んだ

4あまり進んでいない

6利用しないので分からない

',努泊蛤']ゑ'ン

窒09覧

ずY¥▼モ予こYYYV

、

1 十分進んだ

3どちらともいえ恋い

5ほとんど進んでいない

職注工黙獣

、、、~、、、Qg、1,'、、、、、、、ミモ,

、、、、、ユ運トユ胎、、、勺
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問38 近年、超低床式路面電車が増えましたが、路面電車が利用しやすく恋ったと感
じますか。

(無回答 2人)

(※5)

・低くなっだ分、つまずく等の心配は減ったが、

混んでいる時の車内移動は不便

・便数を増やした方がいい

・乗り降りはレやすいが、立っていると狭く感じる
、

・宝町の電停はパリアフリーに対応してい恋い

公共交通機関のパリアフリー化については、近年、徐々に増えている超低床式路面電

車の導入により、「乗り降のしやすくなった」と感じている方が多い結果となりまし
た。

超低床式路面電車が増え、乗り降りしやすく
なったと感じる

従来型の方が良かった

田'入台数が少なく乗る機会が少恋いため、わ
からない

路面電車に乗る機会が怨い

、



問39 近年、ワンステップバス、ノンステップ

用しやすくなったと感じますか。

室"ム回答者数選択肢

ワンステッ'パスノンス

パスの芋及1一より、乗

しやすくなった

ワンステップパス、ノンステップ

パスも従来型とあまり変わ'

従来型の方が良か r

台数が少むく乗る機ム

い戸めわから恋い

卞10%

無回答 4人)

※6)

全てのパスをワンステシプパスにして欲しい

ミニパスにしか乗ってい姦い

乗り降りは便利だが、高齡者や子供にとって座席の高い

づらい

乗り降りしやすくなったが、座席数が減少した気がする

ノンステツ

^
、、、、^

、、、、、、、、゛ψ
、、、、、、、、、、、~^

、、、、~、、、、、、、、^

、~、^1、d'、、、、、、ー゛
、、、、、、、、、、、、、、、、、ゾ

、、、、、、、、、、、、、、、、ノ
、~、、、、、、、、、、、ノ

、、、、,、ー、、、、、、『、゛

0.

.,,,.

ゞ゛゛゛、

近年、徐勾に増えているワンステップバス、ノンステップバスの導入によ.の
降りしやすくほった」と感じている方が多い結果と恋り荻した。

、、ゞ、、、、'
,、ー、、,

ワンステップパスやノンステップパスの
普及により、乗り降りしやすくなった

ワンステップパス、ノンステップパスも
従来型とあまり変わらない

田従来型の方が良かった



問40~59 あなたは、次の施設等のパリアフリー化が進むと、どの程度便利になる

と思いますか。 1~6のうち該当する評価項目に0を付けてください

123456

行政施設では、 "含163

文化施設では、 n"'162

医療.福祉施設は、"=162

商業施設では、 n.162

公園では、 n=161

駐車場では、 rF,62

歩道では、 n=162

横断歩道では、 n宕165

dRの駅では、 n,'161

JRの車両では、 n=162

路面電車電停では、"司61

路面電車車両では、 0-162

バスターミナルでは、 n=162

パス停では、 0=162

路線バスの車両は、 n=163

高速パスの車両は、",162

旅客船ターミナルでは、 0-162

旅客船では、 n=163

タクシー乗り場は、 0.163

タクシーでは、 n冒163

2.5%

85

84

112

90

78

80

48:5%

4.3%

4.3%

49.フ%

^"

1.9%

2占%

2.5%

104

とても便利に恋る

まあまあ便利に恋る

どちらともいえ恋い

あまり便利になら悲い

ほとんど便利にならない

禾」用しないので分からなし

102

82

81

89

89

90

87

93

72

59

58

79

81

11

11

43%

「医療・福祉施設」と「歩

52.1%

51,9兇

%

69,1%

55,6%

48.4%

%

6.1%

バリアフリー化によの便利になると期待される施設は、

道」が一番多い結果となりました。

49.4θ6

3.1%

石4.6%

2.5%

曳

0

63.0%

509%

50,0%

0.

3.フ%

%

2占%

0

49%

55.ヨ%

54.9%

ち5.'%

%

43%

,ミ.

%

53.フ%

0.6%

57.1%

%

1.2%

"』%
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問60 長崎市のハリアフリー施策に関する意見がある場合は、.記述してください。
(自由記述)

0市民意識に関する意見

車イス利用者へのパリアフリー化はエレベーター、公共施設、公共交通など、改善
されている。

車椅子でどこでも行けるようになれぱ、外出が増える。

不自由の.ある方でも自由に色んな場所に行ける施設があると、閉じこもりがなくな
ると思う。

パリアフリー化が進むことを熱望するが、それを当たり前とする気持ちが強過ぎて
も良く恋い。

パリアフリーを必要としない人にこの施策を理解していただくことが大事。私も
フ7才、出来る限り人の手を借りないよう1小掛けている。

障害者(身内)を車いすで病院まで移動させる際、ほとんど歩道であるが、横断歩
道のパリアフリー化がなされていないことを実感した。

・'スーパーのパリアフリーが進んでないと感じる。

スロープも勾配が急だと感じることがある。「それでもないよりはずいぶんマシ

だ」という卸寄のの方の声を聞くとこのま荻でいいのかと悲しくなる時がある。
エレベーターが増えたと思うが距離が遠い。年寄のを連れて行く時にいつもエレベ

ーターまで遠回のをさせられているように感じる。

現在利用レている施設に限づては、不便なことはほとんど恋い。

0バリアフリー施策に闊する意見
公共施設は特に優先してパリアフリー化すべき。

横断歩道やエスカレーターはまだ多くのパリアフリー化が必要と思う。

大きな施設は整備が進んでいるが、小さ恋施設は進んでいないように感じる。

ブリックホールの入口はスロフプやエレペーターがあり、車イスの方も利用しやす
いが、施設内のパリアフリ」化はまだ整っていない気がする。

『観光長崎,人にやさしい長崎』バリアフリー施策は一層進めるべきと思う。坂の

多い観光地では、高齢者や障害者のため、電動車イスの貸し出しも一考を。
高齢化が進んでいるので、もっと早く確実にバリアフリーを進めてもらいたい。

全てのパリアフリーができていたら、住みやすく恋ると思う。

個人的にもく年をとっていく)仕事的にも(介護臓)バリアフリー化が進むことを
望んでいる。

長崎市のパリアフリー基本構想の計画期間が平成25年~令和2年までに恋ってい

るので計画通りに、又は計画前倒しを実施し、早期の完成をしていただきたい。

.,体が不自由で恋い人もパリアフリー化が進むと、もっと住みよい長崎に恋ると思

つ。

全てをパリアフリー化する必要はない。困っている人に声をかけ、手助けする環境
づくのが大事と思う。

゛

゛
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軸

、,

^

高齢者は交通の便の悪い坂や階段の多い高台に住んでいるので、広い範囲を見て欲

しい。

,坂道、階段の多さ、車道・歩道の狭さ、駐車揚の狭さ・少恋さへの対策をしてもら

いたい。

ハ'りアフり.一化を進めて、住みやすい町に恋って欲レい。

相手の目線に寄の添った施策を希望する。

市の公共施設のパリアフリー化がまだまだ進んでい恋いと思う。

長崎は歩道も狭く段差も多くべビーカーを使用できない場所が多い。また、路面電

車も子育てする側からすると段差も高いし、入口にべビーカーをおけるスペースが

恋いので利用しづらい。子育てしにくい町だと人口流出は続くだろうと感0る。子

育て世代の意見を大切に、本腰入れて頑張ってもらいたい。

・中心倍Ⅲざかりパリアフリー化するのでは恋く、周辺の地域もパリアフリーされれぱ

身体が不自由恋方や高齢者も外出しやすく恋ると思う。

・公共の道路、施設、トイレにしても、まだまだパリアフリーが進んでいないと思

つ。

・バリアフリー化はまだまだ進んでない。中1山地がどん恋に便利になっても、辱寄の

が多く住む場所が生活の不便さを感じている。坂の町なので、外出がつらい。この

町ならではパリアフリー化を進めて欲しい。

0バリアフリー化の課題に関する意見

・,パリアフリーは良い事だが、老人が点字プロックの凸凹に蹟いたの、滑ったのする

問題もある。

視覚障害者のために歩道に凹凸があるが、少し歩きづらい。凹凸で恋くても、地面

の素材をかえれぱ判断がつくと聞いたことがある。

・パリアフリー化は、とても良いことと思う。ただ、財政難なので、一気にやるので

はなく順序立てて進めて欲しい。

・これからますます高齢化が進み、車いすや杖を必要とする人が多くなると思うが、

地形上の問題や財政面の問題によのパリアフリー化できないこともあると思うの

で、新設する際のパリアフリー化を徹底した方がいい。

長崎の狭い道路事情の中で、パリアフリー施策に対してメリットがあるとは思えな

い。それよりもそこに居合わせた人が、もっと親切に対応すれぱよい。

・パリアフ.リー化によって便利さは増すが、費用が問題となると思う。税金の捻出方

法は慎重に検討して欲しい。

0道路に関する意見

生活道路,通学路の凸凹を早急に直して欲レい。

歩道の凸凹や段差がどこも多すぎる。年を取ると、わずかな段差でもつまずく。

・施設、乗の物がパリアフリー化され利用しやすく恋っても、そこに行くまでの経路

がバリアフリー化されていないと、役に立たない。

・歩道の階段や急、勾配の坂道に手摺をつけて欲レい。
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国道202号の飽の浦峠から福田本町の閻において車幅・歩道幅が狭くて、非常に

危険である。特に、歩道を拡幅して欲しい。

施設や施設の周辺だけでなく、家から施設までの道の見直しを、もっと進めて欲し

い。

道路に点字ブロックが少ない。

・歩道の幅を広くして欲しい。シルパーカーを利用するところが増えている。

・双子のべビーカー(横型)が通行しづらい。

・長崎は他県に比べて道路が狭く、凸凹が多い。歩道のパ'りアフリー化はあまり進ん

でないように感0る。

・長崎市は全体的に道幅が狭く、体の不自由恋方はとても移動しづらいと思う。車い

すの友人を連れて行ったときに、道路がガタガタでとても苦労した。

車イスの人を介助する際に、歩道の幅が狭く凸凹道で危険と感じだ。

歩道の段差あるいは舗装の欠陥も危険。

b'公共交通機関に関する意見
年齢的に足が上がらないので、'バス、電車、 JR等の乗の降りが一番気に恋る。ワ

ンステップ、ノンステップは非常に助かる。

・ワンステップパスやノンステップバスカ吐曽えるといい。

・新しいパスは乗り降のしやすいが、中が利用しやすく恋ったかどぅかは疑問。

パス、電車は、とても乗のやすくなった。まだ私自身が健康で、あまり不便を感じ

てし,、ないので気が付か恋いのかもしれない。

・電車、パス恋どの乗降口が高い。

・パスと電車を利用するが、お年寄りや小さな子連れは大変そうである6

東京でべビーカーと一緒に電車から降のる際、前輪が電車とホームの間に・はまり、

とても恐かった。

.パスが満員の時、高齢者や赤ちゃんを抱えた母親がいたにも関わらず、学生さんが

席を譲ることは恋かった。パス運転者は、遠慮せずにマイクで言って欲しい。

,改札、エンベーターの幅が狭い。

ρ小のバリアフリーに関する意見
・市民が自然に接することのできる環境作のも必要。

・色んな人を理解できる場(交流会、講座、学校教育)があった方がいい。

・市民の意識(優レさ、気配り等)が変わるように啓発してほレい。

ρパリアフり7の情報発信に関する意見
・長崎市の施策に触れる機会がないため、長崎市が何に取り組もうとしているのかわ

から恋い。様尺恋方法で情報を発信してもらいたい。
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bモラルやマナ」に関する意見
・,パリアフリー化が進んでも、使う側の理解やモラルの向上が進談ないと意味が無

ル



島

'

い。歩きスマホをする人、横に広がってダラダラ歩く人、逆走する自転車、あまり

周りを確認せずに駐車場を出入のする車、横断歩道に立っても停まらない車がいる
0

歩きタパコも多い。中途半端に禁止区域を設けるのでは恋く、全区域禁止した方が
いい。

・バリアフリー施策の前に人としてのマナーも問題である。

,0その他の意見

母(92才)と病院帰のに浜町アーケードを歩く際に、休めるべンチがほとんどな

い。

アンケートにパリアフリーの意味を明確に書いて欲しかった。個人の立場と障害者

等の立場を考えた場合では、評価項目が相違しそう。

高齢化社会恋のにデパートの各フロアーにぺンチが恋くて残念。

パリアフリー施策も必要と思うが、階段に白ぺンキを塗る等の安全対策や、公園ト

イレの清掃等の衛生面の配慮が欲しい。

・家野町公園で不便を感じている。公園なのにポール遊ぴが出来ない。サッカーボー

ルやキャッチボールができ恋い公園って今の時代あり得るのか?

市役所、市議会棟に洋式のトイレが少ない。

市内に数か所残る歩道橋は撤去レてもらいたい。歩道橋は障害者にと'つては利用困
難。

水辺の森公園のような気持の良い公園を多く作ってもらし,、たい。

歩道をまたいで車が駐車されていると一時的に車道を歩か恋いと前に進めず、・特に

車椅子やべビーカーの方は危険。

・市民会館の大ホールのトイレがほとんど和式であることに驚いた。その日はお年寄

のが多く、ーつレかない洋式トイレに長蛇の列だった。改善して欲しい。

長崎の街は電車の都合上道路が狭いため運転レにくい。

・旧来の斜面住宅地(道路含む)を再整備すべき。古い家屋を整備し道路を拡張すれ

ぱ、町が格段に活性化されると思う。

交通が不便で老人が困っている。田舎でも住みやすい環境にすることで若者の流出

を防ぐことにつ恋がると思う。交通が悪いところへの電気自転車貸与、老人へのセ

ンファー貸与恋ど、長崎独自のサービスを展開して欲しい。

・高齢者の通行が多い横断歩道の青信号が短いと感じるときがある。

・坂道にテスリを設置レて欲しい。

・大学病院への道ののと駐車場が使いづらい。
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匿Σ圖

「問18~問37」と「問40~59」の調査結果に基づき、項目ごとのパリアフリ

ーに関する「実感度」と「期待度」について、散布図に表しました。

【算出方法】

問18~問37:「施設等を利用する際に、どの程度パリアフリー化が進んだと思い
ますか」

→バリアフリー化の「実感度」

上記の問18~問37にっいて、次のとおり「平均スコア」を算出する。

「十分進んだ」回答者数X2+「まあまあ進んだ」回答者数X1十

「あまの進んでいない」回答者数X-1十Πぼとんど進んでい恋しU 回答者数

X-2

平均スコアー

問40~問59:「パ1ノアフリー化が進むと、どの程度便利になると思いますか」

→バリアフリー化への「待度」

回答者総数(n)

上記の問18~問37の場合と同様に、次のとおり「平均スコア」を算出する。

数X1十

「あまり進便

-2

平均スコアー

「利用しないので分からない」の回答者数

「とても便利になる」回答者数X2+「まあまあ便利になる」回答者

回答者総数(n)

^

「利用しないので分から恋い」の回答者数

ロ^



期待度

高い

180

*ト
路電車の停

*姑
170

160

歩首

1.50

実感度と期待度の散布図

1.40

パス停

130

120

低い

歳客、

1.10

.

タク々

100
-1.00

パスターミル

路線パスの車両

、

り

0气

局速ノ

平均スコア散布図から、期待度が平均を大きく上回る施設は「医療・福祉施設」、「横断

歩道」、「歩道」であることがわかりました。このうち、実感度が最も高い施設は「医療・

福祉施設」、最も低い施設は「歩道」と恋っています。

このことから、パリアフリー化が望まれる施設のうち、パリアフリー化が進んでいる施設

は「医療・福祉施設」、バリアフリー化が進んでいない施設は「歩道」であることがわかり

ました。
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タ
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2.長崎市移動等円滑化推進協議会委員

学識経験のある者

区 ^
松田

飛永高秀

三好智子

関係する施設設置管

理者を代表する者

船家和之

村木昭一郎

長崎大学大学院工学研究科

立川裕司

長崎純心大学人文学部

山崎一之

松坂勲

(一社)長崎県建築士会長崎支部

向賢治

(一社)長崎市タクシー協会

令和3年5月時点

長崎旅客船協会

井手毅

体

長崎県公安委員会を

代表する者

柿原幸記

九州旅客鉄道株式会社長崎支社

坂本貴典

高齢者団体を代表す

る者

谷井嘉明

゛

長崎電気軌道株式会社

本田卓

^

'J

障害者団体を代表す

る者

長崎自動車株式会社

金井仁志

A

馬場幸治

会長

妊産婦・子育て支援

団体を代表する者

長崎県交通局

副会長

澤村彰

観光関係団体を代表

する者

国土交通省九州地方整備局

長崎河川国道事務所

中村住代

関係行政機関の職員

のうち、市長が定め

る職にある者

長崎県

月1」イ壬

坂本和秀

長崎県公安委員会

後任

月1」イ壬

武藤三千代

作成主体の市町村

長崎市老人クラブ連合会

後任

森下浩昭

(一社)長崎市心身障害者団体連

前任

合会

鶴田忠輝

月1」任

(一社)長崎市民生委員児童委員

協議会

後任

川野一代

前任

(一社)長崎国際観光コンベンショ

ン協会

吉田安秀

後任

松浦文昭

国土交通省九州運輸局

長崎運輸支局

月1」イ壬

後任

長崎市
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剛イ壬

後任

三浦寛

浩



"

、.
リ

゛.

3.用語解説

ミ鱗翻鷺魅難慧鷲a
エスコートゾーン

オストメイト

輝度比

疑^^黒熊熱翻鞭無購纖蹄瀬懇
道路を横断する視覚障害者の安全性や利便性を向上させる

ため横断歩道に設置する突起体の列のこと。

様々な病気や事故な.どにより、お腹に排淮のための「スト

(人工矼門・人口勝胱)」.を造設した方のこと。

高齢化社会、高齢社

会、超高齢社会

^「7

「輝度」とはものの明るさを表現したものであり、「輝度

比」とは舗装路面の輝度と視覚障害者誘導用ブロックの輝度

の比率のこと。道路の移動等円滑化整備ガイドライン(増補

改訂版)によると、視覚障害者誘導用ブロックを容易に識別

できるようにするためには、輝度比を2.0程度確保する必要

があるとしている。

交通結節点

コミュこニテイノ弌ス

65歳以上の人口が総人口に占める割合を高齡化率といい、

高齡化率が7%を超えた社会を「高齢化社会」、14%を超え

た社会を「高齢社会」、21%を超えた社会を「超高齢社会」

とし、う。

人や物の輸送に粘いて、複数同種あるいは異種の交通手段

の接続が行われる場所のこと。

視覚障害者用付加装

置

交通空白地域・不便地域の解消等を図るため、市町村等が

主体的に計画L、交通事業者に委託して運送を行う乗合バ

ス、もしくは市町村自らが運行する乗合バスのこと。

長崎市では、「外海線」「野母崎線」「香焼三和線」「琴

海尾戸線」「高島線」「三和線」「池島線」「伊王島線」で

コミュニティバスによる地域公共交通が運行されている。

視覚障害者誘導用ブ

ロック

視覚障害者用付加装置とは、目の不自由な方にとっての信

号機の役目を果たす装置で、歩行者用信号器の青表示のタイ

ミングに合わせて、スピーカーから「ピヨ・ピヨピヨ」や

「カッコー・カカッコー」という,鳥の鳴き声を模した音響を

発し、横断する方向を誘導している。

低床車両

デマンド交通

視覚障害者に対する誘導、段差等の存在等の警告、注意喚

起を行うために路面に敷設されるブロックのこと。

路面電車やバスなどで、床面を低くつくり、入り口の段差

を小さくして乗降しやすくした車両のこと。

デマンドは「要求、要請」の意味で、利用者が電話などで

乗車を予約し、乗り場や行き先はエリア内なら希望できるな

ど、利用者の二ーズに応じて柔軟な運行を行う公共交通形態

のーつ。

長崎市では、琴海地区で運行されている。
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電線類地中化

都市機能

都市機能誘導区域

道路の地下空間を活用して電力線や通信線等をまとめて収

容すること。

商業、医療、福祉、行政、教育、文化、交通など住民生活

や企業の経済活動に対して、各種のサービスを提供する都市

自体が持つ機能のこと。

長崎南北幹線道路

都市全体に船ける各種サービス(商業、医療、福祉等)の

効率的な提供拠点として高次なサービスを提供する都市機能

が立地、集積する区域のこと。

長崎市立地適正化計画では、都心倍β・都心周辺部・北部地

域拠点・東部地域拠点・南部地域拠点の5地区を設定してい

る。

ネットワーク型泣ン

パクトシテイ長崎

長崎南北幹線道路は、西彼杵道路と一体となって長崎市と

佐世保市を1時間で結ぶ道路で、現在、長崎インターから長

崎市茂里町付近までの約8kmが供用されている。当該道路

の整備により、交通渋滞の緩和のみならず、防災性の向上や

観光・産業振興など、様々な効果が期待されてい.る。

乗合タクシー

J'、

人口減少や少子高齢化が進行する社会に船いても、持続可

能な都市構造の実現を図るため、長崎市が目指す長崎らしい

「集約(コンパクト)と連携(ネットワーク)」の都市づく

りのこと。

,

゛

ノンステップバス

A

定員W人以下の自動車により運行する定時定路線型の運

行を行う公共交通のーつの形態。

長崎市では「金堀地区」「丸善団地地区」「西北地区」

「北大浦地区」「矢の平・伊良林地区」で乗合タクシーによ

る公共交通が運行されている。

ノーマライゼーショ

ン

低床バスは「ワンステップバス」と「ノンステップバス」

の総称で、ワンステップバス,は床を低くし乗降口の階段を1

段にしたもので、ノンステップバスは床を低くし乗降口の階

段をなくしたもの。

ヘルプマーク・ヘノレ

プカー、ド

ノーマライゼーションは.「標準化、正常化」の意味で、'障

害のある人もなし・、人も、互いに支え合い、地域で生き生きと

明るく豊かに暮らしていける社会を目指す理念のこと。

バリアフリー

義足や人工関節を使用している方、内部障害の力、難病の

方、発達障害の方など、援助や配慮を必要としていることが

外見からはわかりにくい方が身につけることで、周囲の方に

配慮を必要としているごとを知らせるためのもの。

障害のある人が社会生活をしていく上で障壁(バリア)と

なるものを除去するどいう意味で、もともと住宅建築用語で

登場し、段差等の物理的障壁の除去をいうことが多いが、よ
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A

連続立体交差事業

路外駐車場

り広く障害者の社会参加を困難にしている社会的、制度的、

心理的なすべての障壁の除去という意味でも用いられる。

ユニバーサノレデザイ

ン

道路と鉄道との交差部に船いて、鉄道を高架化しまたは地

下化することによって、多数の踏切を一挙に除去し、踏釖渋

滞、事故を解消するなど都市交通を円滑化するとともに、鉄

道により分断された市街地の一体化を促進する事業のこと。

道路の路面外に設ける不特定多数の方が利用する駐車場の

こと。

ノ

バリアフリーは、障害によりもたらされるバリア(障壁)

に対処するとの考え方であるのに対し、ニニバーサルデザイ

ンはあらかじめ、障害の有無、年齢、性別、人種等にかかわ

らず多様な人々が利用しやすいよう都市や生活環境をデザイ

ンする考え方。

ユニバーサルデザインには以下の7つの原則があるといわ

れている。

原則1:誰にでも公平に使用できること

原則2:使う上で自由度が高いこと

原則3:使い方が簡単ですぐわかること

原則4:必要な情報がすぐに理解できるとと

原則5:うっかりミスや危険につながらないデザインである

とと

原則6:無理な姿勢をとることなく、少ない力でも楽に使用

できること

原則7:アクセスしやすいスペースと大きさを確保すること

ピクトグラム

UDタクシー

文字・言語によらず、対象物、概念または状態に関する情

報を提供する図形のこと。視力の低下した高齢者や障害のあ

る方、外国人観光客等も理解が容易な情報提供手法として、

日本を含め世界中の公共交通機関、観光施設等で広く掲示さ

れている。

UD (ユニバーサノレデザイン)タクシーとは、健康な方は

もちろんのこと、高齢者、車いす使用者、ベビーカー罰」用者

の親子連れ、妊娠中の方など、誰もが利用しやすいタクシー

車両のこと。
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